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「えーっと。今すぐ生まれ変わりたいってこと？」

　天使は、カウンターの中で何やらモニターを眺めながら言った。

　天使には性別がないと言われているが、目の前の奴は男に見える。それも、どっちかというと冴えない中年男。いかにも小役人って感じ。

「はい。今すぐです。いろいろ事情があるんです」

「そう言われてもねえ。死んだばかりだっていうのに、こういうの困るんだよねえ。もうちょっと、のんびりしていったら？　まだあちこち見てないんでしょ？　天国は楽しいよ？　美味しいものもたくさんあるし……」

「興味ないです。そもそも俺は、今死ぬわけにはいかなかったんです。沙織さおりのそばにいなきゃならなかったのに」

「うーん。ま、確かに君は人間に生まれ変わるための条件は揃っているんだけどね。予定じゃもっと先なんだよ。あのさ、順番ってものもあるんだから」

「それじゃ困るんです！」

「そう言われてもねえ」

　俺はカウンター前で、一歩も引かぬ覚悟で座り込んだ。

　ここは、天国にある一番大きな役所だ。転生推進局、ペット部、犬課。ここまで辿り着くだけで大変だった。ペット部の中でも一番デカいのが犬課のため（猫課に追いつかれそうではあるが）、俺は三日三晩寝ずに並んでここまで来たのだ。望みが叶うまで、絶対にここを動くつもりはない。

「書類は揃ってます。担当の天使様に推薦も頂いてます。ほら、これ」

　俺は前足で書類を押しやる。俺を迎えに来たのは出世競争から外れたようなジジイ天使だったが、わりと良さそうなヤツだった。なんとか推薦書だけは書かせた。

　小役人風情の天使は、慇懃な態度でそれを受け取り、がさがさと広げ、ルーペを使って読み始めた。

　動物から人間への生まれ変わりは、かなり条件が厳しい。ペットが生まれ変わりたいという場合、単に飼い主が悲しんでいるから、というだけでは確実に許可は出ない。

「ふむふむ。ペット、大型犬、犬種はボルゾイ。色は白。直近の生まれ変わりは……と。ボルゾイとして生まれること三度、忠実な飼い犬として各国の飼い主に愛された。その前は……。あ、ペットではないのね。すると書類はないな、ここペット課だから。ペット犬としての君は……。日本の前は、ベルギー、ドイツで過ごしてるね。次は人間として生まれ変わることに決定している。ま、ここまではいいですけど。なになに？　四か月のとき、ペットとしてブリーダーから日本の矢内やない家に。矢内家は父が会社経営者であった、と。ま、金持ちが飼いそうな犬だもんねボルゾイって。で、なんだ、ええと、病気がちだったため、矢内家の一人娘の沙織が何度も寝ずに看病をしてくれ、生き延びるが、結局五歳で亡くなる。あ、そ、ちょっと寿命からすると早かったんだね。まぁでも仕方ない、病気だったんだろ？　ふーん、そっか、君は早死に特典で、予知能力がプラスになってたんだね。これは珍しいよ、当たりを引いたね」

「早死に特典って抽選だったんですか?!　……そんなことはまぁいいけど、そうです、だから俺は沙織の不幸を予知能力で知ったんです。はっきりと見えてしまった。俺は沙織に恩がある。沙織を守らなければならない！　よって、生まれ変わりを強く希望します」

「うーん、余計な特典をつけちゃったなぁ。しばらくの間、大人しく死んでいれば良かったのになあ。まぁでも無理だね。推薦天使があいつじゃなあ、信用ってもんがない」

　書類が突き返された。俺は前足を使い、それをバシッとカウンター上で押さえ、ものすごい剣幕で怒鳴ってやることにした。このままじゃ埒があかない、丁寧な態度は相手を付け上がらせるだけだと悟った。

「なんだよ、ふざけんじゃねーよ、ちゃんと書類は揃えてあるだろーがよ！　早く生まれ変わらせろ、今すぐにだ！　間に合わなくなるだろ？　ボルゾイを怒らせるんじゃねーよ、やんのかてめぇ！」

「なんだと？　生意気だな、こんな態度の悪いペットはダメだ！　今すぐ帰れ」

　そう言われても俺は一歩も動いてやらなかったし、奴も強情だった。揉めていると、周囲に人だかり……じゃなくて犬だかりが増えた。ここは犬課の受付なので周りはペット犬だらけである。

　後ろに並んでいた柴犬が、恐る恐るという感じで俺に忠告してきた。

「ねえ、君、まずいよ。せっかく人間に生まれ変わることになってるのに、取り消しになっちゃうよ？　けんか腰は良くないなあ、ここはもっと穏やかに話をすすめたらいいんじゃない？」

「ありがとう、君、いいやつだな。でもいいんだ。俺は今回の希望が叶えば、あとの生まれ変わりなんかどうでもいいと思ってる」

「だーかーらー、ダメです。帰りなさい。ほらほら、さっさと帰りなさい」

　天使がシッシッと俺を追い払うように手を動かした。カッチーン！　ときた。俺はプライドが高いのだ。

　でも俺は、唸ったり噛みついたりはしなかった。それをしたら負けだ。しかし、我は通す。

「あ、そう。さっきも言ったけど、俺は絶対に帰らねえよ。根性にかけては自信がある。そっちがそういう態度なら、この際ここにずーっといさせてもらうわ」

　俺はその場にぺたんと座り、前足の上に顎を乗せた。こうなったら根競べだ。

　そのとき。

　騒ぎを聞きつけたのか、人だかり……じゃなく犬だかりの向こう側から、誰かがやってくる気配がした。最初はよくわからなかったが、近づいてくるにつれ、その存在はまばゆい光を放ち始めた。

　外側は金色。でも内側は紺に近いブルー。顔は、光に紛れてしまいよく見えない。目の前の天使が慌てた様子で立ち上がり、うやうやしく礼をした。

「これはこれは……大天使ミカエル様。このようなところにいらっしゃるなど、珍しい……。あの、どうかなさいましたか」

　周りがざわついた。

『これが噂の大天使？　初めて見たよ、ずいぶん煌びやかだなあ』

『なんか、超イケメンなんですけど！　王子っぽい！　素敵ねえ。クラクラしてきたわ』

『ヤバい、俺、なんか目をあけてられねーわ、まぶしすぎて』

　こそこそと、みなが囁き合う。周囲の犬たちが、固唾をのんでこっちを見ているのがわかった。

　俺も首を上げ、目を丸くした。

（へえ、これが大天使かぁ。きらきら光ってるよ。光りすぎて、よく見えないんですけど……。確かに、天国には何度も来たことがある俺も、初めて見たかもしれないなあ）

　大天使というのは天国ではスター級の有名人、じゃなくて有名天使である。スター級なのだから、要するに巷ではなかなかお目にかかれない。

（それにしても、どうしてここに来たんだろう。揉めているのがわかったからか？）

　天国というところは、天国というだけあって、揉め事なんか滅多に起こらない。ま、だからといって地獄は揉め事が多いのかどうかと聞かれれば、俺は地獄へ行ったことがないのでわからないのだけど。

　そういうわけで、周囲の犬たちは、みんなこの揉め事が珍しく面白いようで、野次馬を続けているらしい。

「どうかなさいましたかじゃないよフリーデル。ペット局に来るのは久しぶりだ、みんなの仕事ぶりを見に来たのだが……。これは一体なんの騒ぎだ？　ここは犬課だろう、みな善き心を持つ犬たちのはずだ。そのものたちを邪険に扱うなど、言語道断だぞ」

（ふうん、こいつフリーデルっていうんだ）

　天使フリーデルは困った様子で、顔を青くしていた。

「いえ、あの……そ、そういうわけでは……何しろこのボルゾイ犬が、わけのわからないわがままを言っておりまして……言い聞かせていたのです」

　小役人天使は恐縮しつつ、言い訳している様子だった。

　俺は大天使ミカエルを目を細めながら眺めた。なぜなら眩しくてなかなか直視できないのだ。

　ゴールドとブルーのグラデーションがキラキラと美しい。それでもじいっと見ていると、だんだん輪郭が見えてきて、俺はなんだか、感動してしまった。

（うわぁ。これは、すごい。この天使様は、すごい。光ってるだけじゃなくて、とにかく、めちゃめちゃカッコいいぞ。小役人のフリーデルとは月とスッポンじゃねーか！　同じ天使って言っても、ずいぶん違うもんなんだなあ。大天使ってこんなにすごいものなのか？）

　俺はそうっと立ち上がり、大天使ミカエルを見上げた。

「このものが、わがままを？　そうなのか？　どれ、書類を見せなさい」

「え？　いや……」

「さっさと渡せ、フリーデル」

　大天使ミカエルは厳しく言い、書類を受け取ると、俺の目の前でそれを読み始めた。俺も静かに見守る。

「ふむふむ、なるほど。早死に特典は……そうか抽選だったんだな。それでは気にもなるだろう。推薦書は……おお、老天使のザグエルから貰っているではないか。あのものはよく知っている。奢らぬ、誠実な男だ。そうか、そうか。うん、確かにな、生まれ変わりの順番は、お前の場合、もっと後なんだ。……が、どうするかだな」

　大天使が俺に、話してくれている。

　ふわりと心が温まり、なんだかすべてが許されたような気がした。この方の言うことなら、どんなことでも聞くしかない。そう思った。

「お前の名前は、なんというのだ？　その少女に呼ばれていた名は」

「アルセンと申します」

「ならばそう呼ぼう。アルセン、お前はどうしても今すぐの生まれ変わりを希望するか？」

「希望します」

「よし。ならば生まれ変わらせよう。しかし、無理に時期を早めるのだから、そう都合のいいことばかりではない。まず、お前の記憶は無くなる。飼い主だった少女のところへ無事に辿り着けるか、わからないぞ」

「それは、困ります。なんとかならないのでしょうか」

「それは無理だな。が、本来の生まれ変わりの時期が来たら、なんとかそのことを知らせよう。たぶん気が付くはずだ。おそらくは、夢でそのことが知らされることになるだろう」

　俺は考え込んだ。そんなの、大丈夫なんだろうか。

　でも、それしかないのなら。それしか選択肢がないのなら。やってやろうじゃないか！　俺の答えは決まっていた。

「わかりました。それでも、お願いします。大丈夫です、必ず気が付いて、ちゃんと沙織の元へ駆けつけます！　俺は彼女を、守りたい。守るんだ……」

　大天使ミカエルが微笑んだのがわかった。

「よし。それならば、お前の願いを叶えよう」

　周囲の犬たちから拍手が起こった。良かったねえ、がんばれよ、と声がかかる。俺は騒がせてしまったお詫びにみんなにペコリと頭を下げ、ゆらりと尻尾を振った。そんな俺の頭を、大天使ミカエルは優しく撫でてくれた。

「うん、良い子だ。お前の生まれ変わりに、祝福があるように。わたしが見送ってやろう」

　大天使ミカエルは俺を見て微笑み、もう一度書類に目を通し始めた。

「ありがとうございます！」

　そう答えている最中に、俺の意識はすうっと、遠のいていった。そんな中、かすかに何か、声が聞こえてきて……。

「ん？　おや、なんだ……。老天使ザグエルの推薦書によると……事情は、これだけではないのか。そうか、なるほどな。だからこのものは、この少女にこれほどこだわっているのだ。どうやら本人も知らなかったらしいな。今教えてやっても良かったが、いずれにしても同種のものとして会うことができれば、自然に気がつくだろう」

（ん？　俺と沙織の間に、他になにか、あるっていうのか？）

　そう思いながらも、俺はもう、完全に何もわからなくなり……大天使ミカエルが俺に寄り添って、優しく包んでくれたような気はしたけれど……大きく優しい、天使の翼の中で、ゆっくりと……生まれ変わりのための温かな眠りに落ちて行ったのだった。

















１・沙織の貧しくつらい日々












　泣きながら、目を覚ました。

　はっきり目を覚ますまで少しぼんやりしたまま天井を眺めていたが、スヌーズ機能にしていた目覚まし時計が五分ほどしてもう一度鳴り出して、わたしはなんとか起き上がった。

　目を擦り、涙を拭き取る。

　夢を見ていたのだった。昔の夢を。

　胸が痛むほどの悲しさは、目を覚ました途端に薄れた。なぜなら、それは過去の記憶でしかないから。それに、昔の記憶は、悲しいことばかりではなかったから……。幸せだったこともたくさんあった。でもそれはすべて消えたことで……。

（ヤバい！　起きなくちゃ！　シャワー浴びなくちゃ！）

　昨夜も遅くまで働き、家に帰りついたのは深夜。シャワーを浴びる気力もなく眠りについたので、このままでは会社に行けない。

　慌てて狭いバスルームに飛び込む。築四十年のアパートで、水回りもひどいし、給湯器が古くなっているのか寒い朝はなかなか温まらない。ぬるいシャワーを浴びるのは地獄だが、時間がないので我慢した。

（ああ、行きたくないなあ、仕事……）

　行かなければならないことはわかっている。が、本当につらい。

　今の会社には半年勤めているが、そろそろ限界という感じだ。

　マンション販売会社。マンションと言っても、いわゆる『終の棲家』として人が求めるような分譲マンションではなく、投資用マンションを売る会社だ。仕事は営業のみ。

　要するに、必要が無い巨額な物件を赤の他人に売りつけようというのだから、そのつらさはちょっとした押し売りの比ではない。

　やることは、電話。ひたすら電話。まずは話を聞いてもらわねばならないので、とにかく電話。投資用マンションを買うのは、大企業のサラリーマン、公務員、教員、またはそれらの退職者である。営業も主にそこらへんにしかかけない。なぜなら彼らはローンが通りやすいし、定年後でもまとまった退職金を持っているからだ。

　とにかく、アポを取るまでは帰ることを許されない。少なくとも上司が会社にいる間は。

　求人票には勤務時間は十九時までとあったのだが、そんなのは大嘘でえんえん残業させられる。そもそも、上司に言わせるとアポが取れないのであれば給料は一円たりとも払う義務がないらしいのだ。だからもちろん、残業代なんて出ない。

　ちょっと前までは、成績の悪い社員は手にガムテープで電話を括りつけられて、一日中電話をさせられていたそうである。わたしはまだ経験がないが、男性社員は机を蹴られたりもしている。職場は、直接の暴力がないだけマシだと思わなければならないレベルの悲惨さだ。

　それでいて、気楽にやっている人間は気楽にやっていそうな気配。電話なんかしてないし、外回りついでに遊んだりもしているらしい。要は売り上げが立てば天国、そうでなければ地獄という昔ながらの営業メインの会社なのだ。

（わたしにそんなの、向いてるわけがなかったのに）

　そんなところに、なぜ入ったか。

　……正社員採用だったからである。沙織は今年三十二歳になる。正社員で採用してくれるところは珍しいのだ。

　小学六年生のとき父の会社が倒産した。多額の借金を抱えたまま父が失踪。確証は得ていないが、おそらく生きてはいまい。裕福だった家庭はそのときに完全崩壊した。

　当時、わたしはエスカレーター式の私立中学に通っていたが、当然やめることになり公立中学に転校。母と二人でひっそりと古いアパートで暮らしていたのだが、無理が祟ったのか身体を壊した母は、中学三年生のときに亡くなった。ひとりっ子だったわたしはその時点で天涯孤独の身になった。

　その後は児童養護施設に入り、働きながら通えるということで定時制高校に進んだ。

　お金がないので、高校以上の進学は考えなかった。そのあとはひたすら生活に追われ、今に至る。

　とにかく真面目に働いて生活を立てようとそればかり考えて生きてきたのに、ずっと貧しいままだ。

　定時制高校に通いながら、ひたすらアルバイトに励んだ。割のいい仕事は殆どなく、つらくて続けられず辞めてしまった仕事も多々。高校を卒業して派遣会社に登録できるようになると、昼は派遣社員として事務の仕事につき、夜はコンビニや居酒屋でアルバイトをするなどでなんとか生活を立てた。

　そんな日々を送っていたころ、目についたのが今の会社の求人だった。

　正社員採用で、お給料もそこそこ良くって。これならアルバイトしなくてもなんとか暮らせるかもしれない。そんな甘い夢を見てしまった。

（こんなの、まともな仕事って言えるのかなあ。多少ブラックでも仕方ないやって思ってたけど、それにしても……）

　家を飛び出し、駅まで走って十五分。朝のラッシュ時は激混みだ。今日は運よく吊皮を掴むことができた。

　毎朝のことなので、どんなに混んでいても無念無想状態で揺られていくことにしているが、たまについ昔のことを思い出したりしてしまう。

　幸せだったころの記憶を。

　優しかった両親。都内の豪邸には、広い芝生の庭があった。幼稚園から私立の女子学園に入学し、何不自由なく過ごしていた日々。欲しいものは大体なんでも買ってもらえた。食事やおやつも、今思えば常にぜいたくなものを口にしていた。

　ひとりっ子だったわたしのためにと、両親は犬を飼ってくれた。母はコリー犬を希望していたそうだが、父のひと声で迎えた犬はボルゾイ。物心ついたときには、すでにわたしの側にはボルゾイ犬のアルセンがいた。
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　ボルゾイはロシア貴族に愛されたという、優雅で美しい大型犬だ。アルセンは白の雄で、とても気品があった。

　ヘンな言い方かもしれないけれど、アルセンはわたしにとって犬ではなかった。まるでお兄ちゃんのような存在だった。

　アルセンも、わたしのことをまるで妹みたいに思っていた気がする。常にナイトのようにわたしを守ってくれていた。

　実際には、アルセンはわたしより遅く産まれていたのだけど。

　そんなアルセンが死んだのは、わたしが小学校三年生のときだった。

（でも、今思えば、あれで良かったのかもしれない）

　そう思う。だってあのあとの地獄を、アルセンは見ないで済んだのだもの。嵐のような日々だった。どんなにアルセンを守りたくても、子供だったわたしにはきっと守り切れなかったに違いない。

　だからあのとき、わたしが看取ってやれたときに、アルセンはこの世を去って良かったのだ。

　幸せな夢を見るときは、必ずアルセンが現れる。芝生で遊んだり、家の中で遊んだり、わたしとアルセンはいつも一緒だ。記憶の中にはいつもアルセンの優しい瞳がある。

　その夢が終わりかけると、胸が引き絞られるように痛み、わたしは涙を流す。そして目覚める。

　それでもわたしは、その夢を見ることが嫌ではない。だって、アルセンに会えるのは、夢の中でだけだから。どんなに悲しくとも、わたしはアルセンに会いたいから。自分にも幸せな日々があったのだと、思いたいから。

　電車が新宿に到着し、吐き出されるようにホームに降りた。朝から重い足取りで、わたしは会社へと向かった。






「はい、今日の分」

　着くなり、目の前にどさっと書類が置かれた。どこかの名簿会社から買い取ったらしいそれは、首都圏に住んでいる元教員の一覧リストだった。

　電話を始めたがガチャ切りされることの方が多い。わたしが苦戦していると、隣で朝から居眠りしている同僚の男・高田が声をかけてきた。

「ダメじゃん。いい方法、教えてやろうか」

　朝までどこかで飲んでいたのだろうか、若干、酒臭い。年はたぶん少し上で、営業マンとしては優秀らしく、うちの会社に転職後早々に売り上げが立っている様子だ。だから上司も、高田が朝から寝ていようと文句は言わない。

「ぜひ、教えてください」

　困り果てていたわたしは思わずそう言ってしまった。高田のことははっきり言って嫌いだが、仕事を教えてくれるというのなら歓迎だ。

「とりあえず、まぁ佐藤でも斉藤でもいいんだけどさ、相手の名字に先生をつけて呼びかけなよ。佐藤先生いますか～ってさ」

「は？」

「教え子のフリすんの。それくらいやんなきゃすぐガチャ切りされるだろ？　掴みがダメなんだよ、気が利かないなぁ。だから売り上げ出ないんじゃねーの」

「でも、教え子じゃないし、そんなの嘘でしょ？」

「お前、頭大丈夫？　営業は話を聞いてもらってナンボだろーよ」

　つい黙ってしまうと、高田は周囲を見回し、人が少ないことを確認してからいきなりわたしの胸に手を伸ばしてきた。

「いいこと教えてやったんだからさ、お礼にちょっと触らせろよ。そんくらい、いいだろ？」

　ぐいっと揉まれ、慌てて振り払った。

「何すんの！　やめてよっ」

　わたしが声を荒げると、高田は手を引っ込め、機嫌を損ねた様子でこちらの椅子をガンッと蹴ってきた。

「バーカ。ろくに仕事もできないいいトシのババアのくせに、これくらいのことで嫌がるなんて生意気なんだよ。世の中そんなに甘くないっつーの」

　わたしは立ち上がって廊下に逃げ出し、トイレに駆け込んだ。嫌悪感と悲しみでいっぱいになり、高田に触れられた胸部分をウェットティッシュで何度も拭き取った。

　悔し涙が流れた。

　いいトシをして仕事もできないババア。確かにそうだけど、だからといってこんな仕打ちは耐えられない。

（あんな男に触られたなんて。超気持ち悪い！）

　吐き気がして、わたしはトイレにうずくまった。性的な嫌悪感のせいか、子宮のあたりがじくじくと痛んだ。そのまま、しばらく出られなかった。

　その後……。

　席を少し長く開けてしまったことで、わたしは上司に呼ばれた。

　理由を訊かれたので、わたしは高田にされたことを話した。いくらなんでもあんなことをされる筋合いはないし、泣き寝入りするつもりもなかった。上司は苦い顔をした。

（世の中これだけセクハラに厳しいんだもん、ちゃんと言えばきっと大丈夫だよね）

　とりあえず、即座に高田とわたしの席は離された。まずはそれだけでも助かったので、わたしはそれ以上ことを荒立てるつもりはなかったのだが……。

　その日の夜、残業中にふと会議室の前を通りかかり、わたしは上司と高田が話しているのを聞いてしまった。

『お前、なんだってあんなことしたんだ？　あんな面倒くさそうな女に訴えられたら大変だぞ』

『すみません。今日は朝までキャバの女の子たちと飲んでたんですけど、やらせてもらえなかったんで、つい。溜まってたんですよ』

『だからって何もあんなのに手を出すことはないだろう。普通はなかなかその気にならないぞ、あの地味なご面相じゃ。あいつ、トシもトシだし、仕事もなってないしな。ま、人が足りなかったから雇ったけど、そろそろ辞めて欲しいんだよなあ』

『や、ほんとなんか、ついって感じです。もう二度としませんよ。矢内って顔はいまいちですけど、けっこう胸がデカいんですよね』

『確かに、胸しか取り柄が無さそうな女だよなぁ』

　二人の笑い声が聞こえる。

　怒りで体が震えた。

（いくらなんでも、こんなところにはいられないよ……）

　わたしは次の日、辞表を提出した。






（バイト、探さなきゃ……）

　勤めて半年足らずで辞めたので失業保険ももらえそうになく、ハローワークに行く気力もなく。とりあえずアルバイトを探すことにした。

　突然ヒマになったけれどお金はないので、部屋でごろんと横になってばかり。

　駅までけっこう距離がある、築四十年のボロアパートは、水回りから始まってあちこちの具合が悪い。大家さんに言っても直してもらえず、自分で応急処置をしたりしている。それでも家賃が安いので、長く住んでいる。

　問題は、年々、住人の質が悪くなっているような気がすること……。

　住み始めたころはそんなことはなかったのに、最近はやたらと騒音を出す住人や、煙草の吸殻を共用の廊下や郵便受け前に捨てる人間がいるようだ。

（ここにずっといたいなんて思わないけど）

　貧乏で身寄りのないわたしが住んでいられるアパートは、今のところここしかないのだ。我慢するしかない。残念ながら。

（今夜、何食べようかなぁ……）

　先々のことを考えると食費にも事欠く有様だ。なるべく出費を抑えたい。ごそごそと戸棚の中を探すと、パスタがあったので少し安心した。

　米はせめて五キロ単位で買わないと高くつく気がして最近は買っていない。パスタさえあれば、塩コショウでもケチャップでも、とにかく味さえつければ食べられるし……。野菜が欲しいけれど、お金も無いし、今日は買い物をしたくない。

　部屋でゴロゴロしていると気が滅入ってくるばかりなので、わたしは箒ほうきを持って外に出て、共用の廊下を掃き始めた。

　自分の家の前だけにしようと思っていたのだが、煙草の吸い殻等を見ているとつい気になってしまい、この際だから廊下全部やってしまおうと思った。どうせヒマだし。幸い、掃除はキライじゃない。

　シャカシャカと廊下を端から掃き清めていると、見知らぬスーツ姿の中年男が階段を上ってきた。ここは二階なのだ。

「こんにちは」

「……こんにちは」

　知り合いでもないし、押し売りだったら嫌なので曖昧に挨拶を返した。都会では、見覚えもないのにフレンドリーな人は大体、宗教の勧誘かモノを売りたい人だ。

「住民の方ですか？」

「はい」

「何号室ですか？」

（誰だこいつ？）

　いきなりプライバシーに踏み込んでくるなんて、怖い。思わず後ずさった。

「あ。驚かせて申し訳ありません。わたしはこういうものです」

　名刺を手渡された。不動産会社の人間らしい。でも、心当たりがない。

「もしかすると、二〇三号室の方ではないですか？　矢内沙織さん。実は今月に入ってから何度かお伺いしていたのですが、お留守でしたので。郵便受けにもいちおう、お手紙でその旨お知らせはしていたんですが、今見たらどうやら矢内さんの郵便受けが壊れていたようでして、隙間からお手紙が抜けちゃってたみたいですね。お電話でもご連絡したのですが、入居された当時とは番号が変わられていたようで……」

　もう十年もここにいるのだ。確かに、携帯の番号を一度変えた。料金を安くするために不可欠だったからだ。

「あの……どういったご用件でしょう」

　どうやら怪しい人物ではないらしい。名刺にあった不動産会社は、かなり大手だ。

「実はこちらの物件なのですが、所有者が変わりまして、建て替えが決まったんです。来月一杯で出ていただくことになるのですが」

「えええ？　来月一杯？　そんなの無理ですよ！」

　驚いて、つい大きな声になってしまった。いくらなんでも、急すぎやしないか。こんなのおかしくないか。

「そう仰られましても、ですね……。実はこちらで矢内さんの契約内容を精査させていただいたのですが……十一年前、こちらの物件に入られるときすでに、老朽化しているということで、当時はまだお若かった大家さんが建て替えを検討していると……立ち退きに関して立ち退き料を請求しないという条件で、礼金免除、敷金半額で入居しておられるのですね」

　急に相手が怖くなってきた。百戦錬磨の大手不動産会社社員ともなれば、こういう場面には何度も出くわしているのだろう。なんとも慇懃というか、腰は低いのだけれども有無を言わせぬ調子とでも言うか、わたしはたじたじになってしまった。

（や……やばい……まずい……）

　その通りだ。十一年前、すでに古かったこのアパートは、その当時、どうやら大家さんが建て替えを検討していたらしいのだ。でも、結局その話は立ち消えになったらしく、そのまま住めてしまった、という感じなのだが……。

（わたし、文句言えないってことなのかな？）

　確かに……。借りるときにそういう話はあった。このボロアパートは、立ち退き料を請求しないという条件で、礼金免除で敷金が半額という破格の物件だった。だから家賃も相場より安くて……。ってことは、やっぱり、黙って出なきゃいけないってことなんだろうか。

　頭の中でグルグルと、これからの資金繰りのことが回った。

　失業したばかりで当てもなく、貯金も僅か。引っ越しにはお金がかかる。その間、アルバイトもできない。

　借金がないことだけが誇りだったのに、もしかするとしなければならないかも。というか失業中のわたしでは借金もできないかもしれない。保証人もいないのだから。

（最悪の場合、ホームレスになっちゃう？）

　吹けば飛ぶような生活。いつそうなってもおかしくはない。

　困り果て、箒を持った手が震えた。

　そんなわたしの様子をじっと眺めていた不動産会社の男は、ゆっくりとした動作でわたしに一枚の紙を手渡してきた。

「わかりますよ。急にこんなこと言われて、お困りですよね。いくら契約と言えども十一年も前の話です。弊社でも矢内さんのことを考えまして、こちらのプランを立てさせていただきました。ぜひ目を通してください」

　その紙には、迷惑料として三十万円を支払うと書いてあった。

（あ、これなら……。三十万あったら、安い物件なら引っ越せるかな。近くなら、引っ越しは自力で荷物を運べばいいし）

　少し目途がついた気がして、ホッとしてしまった。

「こちらでよろしかったら、ここに印鑑をお願いします」

　わたしは部屋に戻り、ハンコを持ってきて、言われるままにポンと押した。

　不動産屋はにこやかな雰囲気になり、その書類を大事そうにかばんに納めた。

「それにしても、矢内さんは感心な方ですね。自主的にアパート廊下の清掃をなさるだなんて、そんな方なかなかいませんよ。きっと新しいお住まいでも、歓迎されますね」

「いえ、そんな……」

「それではこれで、失礼いたします」

　不動産屋が階段を降りていくと……。

　隣の部屋のドアがいきなりバンと開いた。見るとそこには、ちょっとキツそうだけれどまぁまぁ美人と言えないこともない、ロングヘアの若い女の子がいた。

　右手に煙草、左手に灰皿を持っている。女の子の爪は長くきれいに整えられていた。

「あんた、バカだねえ」

「は？」

　どうやらわたしは、よくよくバカにされる星回りらしい。嫌になってくる。

「ま、掃除してくれるのは有難いけどさ」

　女の子は、ついでにこれもどうぞと言わんばかりに、持っていた煙草の吸殻を廊下に放り投げた。

「たった三十万でハンコついちゃって、これからどうすんの？　あいつ、あんたのことバカにして行ったじゃん。掃除して偉いですねなんてコケにされちゃってさ。ま、金持ってんならいいだろうけど。そんな風にも見えないし。大丈夫なの？」

「だって、元の契約が……」

「バッカだねー、借家人っていうのは権利があるもんなんだよ。立退料なんてもっといい額で貰えるに決まってるじゃん。あんた、よほど世間知らずなんだね。わたしはとりあえず二百万ふんだくったよ。まだもうちょっと取れるかなぁって思ってんだけど。何しろ噂を聞きつけて三ヵ月前に入居したんだからさ、大儲け。ここらへん一帯に、デカい分譲マンションが三棟も建つんだって。そりゃ不動産会社もボロアパートに住む人間の追い出しに必死だよね。ふふふっ。ところで話があるんだけど、ちょっと入らない？」

（えっ……もしかしてわたし、あの不動産屋に騙されたの？）

　よく考えたら。いや、よく考えなくてもそうかもしれない。冷静に考えると、この女の子の言うことの方が正しい気がする。だからって、やたらとふんだくろうとするのもどうかとは思うけれど……。

（どっちにしても、もう手遅れか……）

　女の子はどうやらひとり暮らしみたいで、言い草に腹は立ちつつもなんだか親近感が湧いた。都会では、隣に住む人間とまともに話すことさえ珍しいから。

　が……。

　部屋に入ると、中はがらんどうだった。それで、どうやら住んではいないらしいと気が付いた。

（そういえば、隣はここ最近ずっと静かだったな）

　三ヵ月くらい前までは、確か外国人カップルが住んでいた。けっこううるさかったので、静かになったことにホッとしていたけれど、その裏で立ち退きの話が進んでいたとは知らなかった。

（もう、ほんとわたし、こんなんでこの先どうなるんだろう）

　けっこう危機的状況な気がする。天涯孤独のひとり暮らし、貯金なし、仕事なし。そして不動産屋にうまくちょろまかされて宿無しになろうとしている。来月末には出て行けなんて、引っ越し先がちゃんと見つかるかどうかもわからないのに。

「あんたさぁ、ずいぶん人がいいみたいだね。それじゃ、これまでだいぶ苦労したんじゃない？　良かったら話を聞かせてよ」

　寂しかったのだろうか。不安だったのだろうか。

　わたしは聞かれるままに、断片的にではあったけれど彼女に身の上話をしてしまった。

　身寄りがないこと、無職であること……。彼女はうんうんと優し気に頷きながら話を聞いてくれ……。その後に、仕事話を持ち掛けてきた。

「引っ越し代、稼ぎたいよね。三十万じゃぜったい、足りないよ？　どうせアルバイト探してるんでしょ？」

　そう言われ仕事の内容を聞いてみると、あるものをある場所に持って行くだけで十万円払うという。

　いちおう中身を尋ねると、ＵＳＢメモリーだという。

「小さいし、違法なものでもないし、なんてことないよ。赤坂のビルの中にある事務所に持って行ってもらうだけ。わたしが直接行けばいいんだけど、ちょっと赤坂近辺で揉め事おこしちゃっていろいろとまずいんだよね。あんただったら誰にも顔が割れてないし、絶対に大丈夫だから」

「や、でもそんな……」

　話を聞く限り、嫌な予感しかしないのだが……。でも相手も強引だった。

「お願い！　なんなら、二十万出す！　そうしたら引っ越しとか余裕じゃん？」

　なんだか強引に頼み込まれてしまい、引き受けないと帰れない雰囲気になってしまった。

　彼女は今日の夜までにそのＵＳＢを用意するという。わたしはしぶしぶ、うなずいた。






　その日の晩のことだった。茹でたパスタを塩コショウとケチャップで炒めただけのものを食べていると、ドアがノックされた。

　今日話したあの女の子が例のＵＳＢを届けに来たのだろうか。

　インターホンはとっくに壊れているので、わたしは戸口まで行き、のぞき穴から廊下を見た。

　するとそこにはあの女の子ではなく、見知らぬ二人の男が立っていた。

　スーツ姿の男がひとりと、ラフなクリーム色のセーター姿の、背の高い、スタイルのいい男性がひとり。

　その男性は髪色が明るく、でも地毛なのだろうか、とても自然な感じに見える。鼻が高くすっきりした面立ち。ひとことで言えばすごく美形だ。年齢は、まだかなり若そうだ。

　スーツ姿の男は年齢不詳な感じ。筋肉質な感じで表情が無い。二人ともアジア人だとは思うのだが、どこか日本人らしくない雰囲気があった。

（なんだろう。何かの間違いかな？）

　こんな人たちがうちに訪ねてくる理由が見つからない。とりあえず返事をした。

「ご用件はなんでしょうか」

　ドアの向こうから声がした。

「矢内沙織様に、お話があって参りました。夜分恐れ入りますが、ドアを開けていただけますでしょうか」

　戸惑いながら、チェーンはかけたままでドアをあけた。ひとり暮らしが長いから、いちおう用心は沁みついている。

　ラフな服装の美形ではなく、スーツ姿の男のほうが、丁寧な口調で語りかけてきた。さっき話していたのは、この男のようだ。

「矢内沙織様、初めてお目にかかります。ずいぶん、お探しいたしました。いつお話をさせていただこうかと思いながら今日の昼まで様子を見ておりましたが、このままでは危険と判断いたしましたので、お迎えに上がりました。大変申し訳ありませんが、急いでいただきたく思います」

「お迎え？　わたしを？」

　わけがわからない。

　聞き返した瞬間、スーツ男が懐から小さい刃物を取り出し、チェーンをスパッと切った。

「あっ……」

　大きくドアが開けられた。

　わたしはすごく驚いたけど、向こうは冷静な様子だった。

「荷物をおまとめください」

「あの……荷物って、そんな……どういうことですか」

「身の回りの大事なものだけでけっこうです。あとはすべてご用意いたしますので」

「何の話かわかりません、そんなことできません」

「ご準備の必要がないのなら、このまま参りましょう。荷物ならあとから運ばせることも充分に可能です」

　スーツ男がスッと近寄ってきてわたしの肩に手を乗せた。逃げられないと感じて急に怖くなった。

「何、するんですか！　やめてください！　警察を呼びますよ！」

　震えながら声をあげた。それまで、スーツ男の丁寧な口調とラフな服装の男性の美しさに幻惑されていたが、よく考えたらこんな危険な状況はない。わたしはここから連れ去られようとしているのだ。

　叫び声を上げようと息を吸い込んだとき、

「どうかお静かに」

　スッと背後に回ったスーツ男に口を塞がれた。身体も押さえられ、全く身動きできない。静かな動きなのが、むしろ怖かった。

「あまり時間がありません。不要な揉め事は、わたくしどもも避けたいと思っております。ジャパニーズ・マフィアのみなさんとはなるべく関係を持ちたくないので。いざとなればそのあたりはどうにでもなるのですが、単に、後処理が面倒です」

（えっと。ジャパニーズマフィアって……えっと、日本のヤクザってこと？　そんなのわたし、関係ないけど。やっぱり誰かと勘違いしてるんじゃないの？）

　必死に暴れながら首を振ると、

「大きな声は、出さないでくださいね？」

　スーツ男はそう言ってわたしを放すと、口に指を当てしいっという仕草をした。

　仕方なくうなずき、小さい声で男に尋ねた。

「だからどういうことですか。ぜんぜん、状況が飲み込めてないんですけど」

「簡単にご説明しますと、沙織さまは、今現在大変危険な状況にあるのです。沙織さまが今日話していた女性は、ジャパニーズマフィアの構成員であり、いわゆる普通一般の女性ではありません。『シノギ』と呼ばれる仕事の一環でここに名目上居住しておりますが実際には寝泊まりしておらず、たまたま出会った沙織さまが天涯孤独の身で、おまけに現在無職であることを知り、事件の発覚が遅くなりそうなことから利用しようとしているのです。赤坂に届けて欲しいと言われている品物はダミーであり、目的は沙織さまの肉体そのもの、もっと言うと彼らは自分たちとは無関係で前科がなく傷の無い女性の死体を一体、必要としているのです。そのことが判明したため、我々は沙織さまをこれから別の場所に保護するべく、こちらに参りました。もう時間がありません。このことにご納得いただけないのであれば、少し眠っていただくことになるのですが……」

「いろいろ一度に言われたってわかるわけないじゃない！　こんな急な話に納得って、そんなの……」

　わけのわからない話に困惑してしまい思わず声をあげると、スーツ男はわたしの腕を掴んで口元に布を押し当てた。何かを嗅がされた……と思ったところで、わたしの記憶は途切れた。

















２・ここは、どこ？












　水の中で眠っている夢だった。

　苦しくはない。ゆらゆらと波に揺れながら、ふわりと。

　眩しい光の中に、わたしはまるで生まれ変わるように、浮上した。

（どこ？　ここ……）

　ぼんやりと意識が戻ったけれど、急には体が動かなかった。柔らかだけど身体が沈み込まない、絶妙な固さのマットレスに、かけているかどうかも忘れてしまいそうな軽さの羽根布団。温度も湿度も整えられた快適な空調。

　部屋は薄暗い。今、何時くらいなんだろうか。昼なのか夜なのか、全くわからない。

　まだ夢の中にいるようだ……。その証拠に、今いるところは十一年住んだボロアパートではない。いつもどこからか軋むような音がして不穏な空気が漂っていた、あの部屋ではない。

（夢ならいつ目が覚めるのかな。もういっそ、覚めたくないな……）

　三十二年生きてきて、わたしはやっと父の気持ちがわかってきた。父は失踪後、東北地方のダム湖の畔で靴が見つかっている。状況からして、たぶん……。

　きっと父は疲れていたのだ。わたしも疲れている。生きていて、この先、何か楽しいことがあるのだろうか……。日々がんばっているけれど、先の見通しは暗い。とはいえ、わたしは『人間は死ぬまで生きるべき』という信念のもと、この先もがんばっていくつもりだけれど……。

（来月、アパートも追い出されちゃう……）

　ひどい部屋だったが、それでも野宿よりはずっとましだ。いちおう屋根があるのだし、トイレや風呂も使えるのだから。その場所が無くなってしまうのはつらい。世渡りが上手いとはいえない自分だ。ちゃんと次の部屋を見つけられるのか、自信がない。

（もうこのまま目覚めないほうが幸せなのかもしれないな。だってこんなにフカフカなんだもの……）

　こんなに気持ち良く寝られるなんて、何年ぶりだろう。いや、本当に、あれ以来……小学生の頃、まだあの家に住んでいたとき以来かもしれない。

（フカフカ……フカフカ……フカフカ……ああ、なんて気持ちがいいんだろう……）

　もう一度、波が。とても優しい、緩やかな、眠気の波が、足元にひたひたと寄ってきた。

（沈んじゃおう……もう一度……）

　眠りの渦に完全に飲み込まれそうになったそのとき。

　ガチャリ、と遠くでドアが開くような音がした。

「あ」

　ハッと気が付き、わたしは体を起こした。今度は、起きられる。というか、起きてしまった。頭がはっきりした。現実の音に、引き戻された。

（そうだっ。わたしは一体今、どこにいるんだっけ？）

「お目覚めのようですね。薬はとっくに切れていたはずなのですが、どうやらかなりお疲れだったご様子で、ぐっすり眠っておられたので起こしませんでした。お加減はいかがですか？」

　さっきのスーツ男だ。相変わらずバカ丁寧な口調だが、自分がされたことを考えると、のんびり構えているわけにはいかない。

「ここはどこですか？」

「ああ、ご心配なく。大丈夫です。まだ日本国内ですよ」

　何が大丈夫なのかさっぱりわからない。そんなの当たり前じゃないのか。日本じゃないなら、一体どこにいるというのだ。

「日本じゃなかったら、困りますよ」

「ちゃんと都内におりますよ。ご安心ください。ここはいつも在人あるひと様がお使いになっているホテルでございます。最上階のスイートルームで眺めもよろしいですから、お目覚めになったのならばブラインドをお上げしましょう」

　男はそう言うとどこかのスイッチを押した。すると、周囲の壁と思っていたものがスルスルと上がり始め、ベッド周りは三方、床から天井までの大きな窓に囲まれているとわかった。素晴らしい景色に、自分の状況を忘れて思わず息を吞んだ。

「きれい……」

　昼でもこんなに綺麗なのだから、夜はもっときれいなのかもしれない。東京都心の、都会の風景だ。

「どうですか、頭痛などはないですか？」

「別にないです」

　答えながら、どうやら攫われたとき、薬を使われたのだと気が付いた。さっきこの男も『薬が切れる頃』と言っていたし。それにしても連れて来られた場所がこんなにも贅沢な空間だとは。

（どういうことなの？　これから、どうなっちゃうの？）

　わけがわからないのだから、不安だらけだ。

　そんなわたしに、スーツ男はほぼ一方的に話し続ける。

「必要かと思われるものを各部屋に準備させていただきました。衣類やお化粧品など、女性がお使いになるようなものはバスルームやクローゼット内にございます。それと、沙織さまのお部屋から銀行の通帳や印鑑、パスポートなど、貴重品と思われるものも持ってまいりました。ご覧になって、他に足りないもの、欲しいものなどあれば遠慮なく仰ってください。すぐに取り寄せますので」

　周囲を見回すと、わたしがいつも使っていたバッグがあった。財布やスマホが入っているバッグなので少しホッとした。思わずわたしはそのバッグを抱き締めた。そんなわたしを、スーツ男は何も言わずじっと見ていた。

「どうして、こんなことするんですか？　なぜわたしを連れてきたんですか？」

　少ししてやっと顔を上げ、一番の疑問をぶつけると、スーツ男はうなずいた。

「沙織さまがそう思われるのはごもっともです。しかし、今ここでわたくしからご説明はできかねます。申し訳ありませんが夜までお待ちくださいませ。在人さまがお仕事から戻っていらっしゃいますので、直接お話があるかと思います。ひとつだけ申し上げたいことは、わたくしは沙織さまを安全にお守りするためにここにいる、ということなのです。ここにいる限り、沙織様は安心してお過ごしいただいて大丈夫なのです。今は不安かもしれませんが、ひとまずわたくしどもを信用していただき、こちらで過ごされますようお願いいたします」

（一体、何なんだろう……）

　不思議で仕方ないが、とりあえずわたしに危害を加えるつもりは無いのだと言いたいらしい。

　その後、スーツ男はルームサービスの注文票を持ってきてくれたり、冷蔵庫に水やお茶、ジュースなどのドリンク類が揃っていることを教えてくれたりした。

　スマホも返してくれたし、その気になれば警察に連絡することもできる。ということは、きっと本当に、悪意があってわたしを攫ったのではない……のだろう。とりあえず様子を見ようと思った。

（何かの間違いだと思うけど、話くらいは聞いてもいいのかも。誤解が解ければ、帰してもらえるだろうし。……でも、どこへ帰ればいいのやら）

　スーツ男がいなくなった。

　溜息をついて、改めて辺りを見回した。どこに何があるものか……。

　さっそく空間を探検してみることにした。

　いちおう社長令嬢だった時代もあるから、贅沢な場所を全く知らないないわけではないが、子供の頃のことなので記憶はあやふやだ。

　見れば見るほど、ゴージャス。生活感も、現実感も、何もない。まるで映画のセットの中にでもいるみたい。

　どうやら自分は小ぶりなベッドルームにいたのだとわかった。目覚めた時に驚きすぎないようにそうしてくれたのかもしれない。小さなクローゼットなどもあり、スイートルームの中の、さらにゲストルームという感じ。

　なぜそんなことがわかったのかというと、もっと大きなベッドルームがあったのだ。そちらにはキングサイズの大きなベッドが二つある。広いし、これが主寝室なのだとすぐにわかった。

　その隣に、鍵がかかっていて開かないドアがあった。そこはスルーして、他の部屋を見て回った。応接室、リビング……という表現は相応しくないかも。たぶんこれはリビングではなく、名称はパーティルームだろう。ミニキッチンがついていて、大きなワインセラーがあり、バーカウンターには名前も知らない高級そうなお酒や、ピカピカのグラスがたくさん置いてある。

　冷蔵庫はというと、壁の模様に同化して見えるデザインにして見た目の違和感を無くしているが、開けると中がとても広い。飲み物が各種きれいに並べられキンキンに冷やされていた。

（これは、飲んでもいいということよね）

　喉が渇いていた。わたしは炭酸水を取り出して、グラスにあけて飲んだ。

（なんか、めちゃめちゃ贅沢してる気分）

　この上なく豪華な空間にいると、喉の渇きを潤すというただそれだけの行為ですらとても贅沢に感じられる。喜んでいる場合じゃないはずなのに、気分が良くなってしまった。

（昨日の話が本当なら）

　わたしは今頃、あの女の子が言っていた赤坂の事務所とやらにＵＳＢメモリーを届けに行き、ついでに殺されていたのかもしれない。

　そう考えると、攫われて来たのだとしても、例えこれからひどい目に遭うのだとしても、

（不幸なまま死ぬよりは、一瞬でもこういう風にいい気分を味わってから死ぬほうがいいってもんよね）

　なんだかそんな気持ちになってしまった。

　わたしは真面目で世渡り下手な女だけど、自分でも気が小さいのか大きいのかわからなくなることがある。やはり元は社長令嬢で、いざとなればどんとこいな性格なのかもしれない。

　ぐう、とお腹が鳴った。時計を見ると十二時近い。朝から何も食べていない。

　ルームサービスのメニューを見た。パスタ、サンドイッチ、ハンバーガー。案外、庶民的なメニューが並んでいる。値段は庶民的ではないけれど……。

　きっと、美しく装飾されて運ばれてくるんだろう。わたしはクラブハウスサンドとオレンジジュースを頼んだ。

















３・前世からの約束？












（あれ。もう、夕方じゃん。暗い）

　ランチにサンドイッチを食べ、オレンジジュースを飲み。そのあと、ミニキッチンでコーヒーを淹れて飲んだ。それですっかり満足したわたしは、やることもなくベッドでごろごろしているうちにまた眠ってしまったらしい。

　何しろ、ベッドの寝心地が良すぎるのだ。

（かなりお疲れだったんですねって言われたけれど、確かにそりゃ、疲れてはいたよね。身体も、心も、問題が山積みだったから）

　よく眠れるのはきっと、今ここに解決しなければならない問題が無いからだ。というか、問題はあるんだけど今はどうすることもできないから。

　考えることがないと、人間は案外安心して眠ってしまえるのかもしれない。

　現実から唐突に引き離されて、生活感のないゴージャスな場所にいる。その非現実感のおかげで、なんだかよく眠れているような……なんとなく、ひと眠りするごとに疲れが取れている気がする。

　この部屋は、三方が床から天井までの窓に囲まれた空間だから、なんだかまるで自分が空中で寝ているような気がする。不意に目が覚めると、余計にそう思う。

　まもなく眼下に夜景が広がり始めた。空に近い場所から月を眺め、下界を眺める。見たことのない光景。とてもきれいだ。

（もしかしたらそろそろ、ここに例の人が来るのかな？　さっきの話だと）

　ランチのあとシャワーを浴び、用意されていたルームウェアに着替えて寝転んでいたのだが、このままの恰好ではあまりにもだらしないと気が付いた。

　クローゼットを開ける。

　さっきもちらっと見たけれど、服は、たくさん入っている。急には選べないくらい。

　シンプルな、ちょっとした外出に着られそうなワンピースや、サマーニット、スカート、シャツ……。サイズも、わたしにぴったりなものばかり。

　女だから、身に着けるものを見るのは好きだ。貧乏で余裕がないから、高い服を買うことなんて考えたこともなかったけれど。

　クローゼット内にはハンガーだけではなくチェストも置いてあった。

　一番上の引き出しはアクセサリーケースになっており、洋服に合わせられそうなものがいくつも揃えられていた。ネックレスやペンダント、ピアスなど……。ゴールドやプラチナの台に、ブルーやピンク、赤い石のついたもの。

（なんてきれいなんだろう……）

　こんなにたくさんの宝石を一度に眺めたことなどないかもしれない。しばし、見とれてしまった。

　二段目の引き出しにはスカーフやストールなど……。次々に引き出しを開け、下着やストッキング、靴下などもすべて揃っていることがわかった。

　すべてに目を通すことは無理で、わたしは目についた中から、ブルーグレイのＡラインワンピースを選んで身に着けた。襟元がすっきりしていて可愛い。

　こうなってくると、メイクもしたくなる。きれいで上質なワンピースを着たのに、ノーメイクではあんまりだ。

　さっきあちこち見て回ったときに、バスルームに化粧品があるのはちらりと目にしていた。行ってみると、基礎化粧品からすべて一揃い、これまで使ったことのない高級品が置いてある。

　側にメモがあった。

『お肌に合わない時には別の品をお持ちしますのですぐにご連絡ください』

　細やかな気遣いがうれしい。確かに、高級品でも肌に合わなければ荒れてしまう。

　急に良いものを使うことで肌がびっくりしないか心配だったが、恐る恐るつけてみると、すうっと馴染み、しっとりと艶が出てきた。

（うわぁ……気持ちいい）

　香りもとても落ち着く感じだった。

　苦労が顔に出ないタイプらしく、童顔だと言われることが多かったが、さすがに最近は年齢のせいか、肌に疲れが出てくるなあと感じていた。化粧品なんてそれこそドラッグストアで安く買えるものしか使ったことがない。

　置いてあった基礎化粧品を丁寧に使っただけで、顔の輪郭が引き締まり、色を塗ったわけでないのに心なしか肌が明るくなった。ファンデーションを使う必要もなく、下地を兼ねた美容液を塗ったあとに透明のパウダーを軽くはたいたら、それだけで上質なワンピースに合う顔色になった。

（何がなんだかよくわからないけど、失礼があってもいけないし、ね）

　攫われた理由は何も思い浮かばない。

（きっと、何かの間違い。だからこんな贅沢も、もうすぐお終い。ま、そうじゃないと困っちゃうけど）

　ベッドに腰掛けてぼんやり外を眺めていると、ドアがノックされた。

　昨日見た、ラフな服装の美形が入って来た。スーツ男も一緒に。

（この人、本当にきれいな顔立ちしてるなあ。それにしても、一体何者？）

　全く正体がわからない。

　わたしも、昨日よりは冷静だと思うのだけど。

　ラフな服装の美形は、二十代前半……せいぜい大学生くらいにしか見えない。肌や髪の艶からすれば、もっと若く見えるくらい。二十代前半というのは、見た目ではなく落ち着いた態度から、さすがに十代ではないだろう……と感じただけ。

　でも、二十代で、大学生だったとして。

　そこいらによくいる若者、という感じは全くしない。普通じゃない。

　なんていうか……存在感がある。

　明るい髪色に薄い茶色の目。日本人なのかどうか、わからない。でも、アジア人ではあると思う。輪郭とか肌の色とか、身体の感じとか。細身で、けしてごつくはない。華奢。でも、バネがあるというか、何かスポーツはしていそうだ。鍛えてる感じ。

　細面で鼻が高く、すっきりとしてる。そこいらの男性アイドルよりも、ずっとカッコいい。美形、という言葉が一番しっくりくる。こんな人、滅多にいない。

　歩いてくる姿も、なんだかとても優雅だった。自然なのだが、動きがしなやかで堂々としている。

　わたしは慌てて立ち上がった。ぼんやりと見とれている場合ではない。スカートの裾がめくれてしまい、一瞬俯いて直していたら目の前まで来てしまって、顔を上げた。

「こんばんは、沙織さん」

「はぁ……。こ……こんばんは」

「このたびは、驚かせてしまいすみませんでした」

「はい。あの……ええと……」

　質問したいことは山ほどあったのに、いざ相手が目の前に来ると、緊張して何も言えなくなってしまった。飄々とした雰囲気なのだけど、どこか威厳のようなものも感じる。

（王様とか王子様って、目の前で見たらこんな感じなのかな？）

　ついつい、どうでもいいことが頭の中をよぎってしまった。

「まずは自己紹介しますね。国井くにい在人あるひとと申します。アル、と呼んでください。友達や、プライベートな繋がりの人は、みんな俺のことそう呼ぶので」

　彼は気さくな感じでそう言った。

「あ、でも……そっちの人は、在人様って言ってますけど……」

「ああ、部下は別です。彼はサムと言います。今回は、沙織さんの警護と身の回りの世話を頼んでいます。腹心の部下なので、困ったことがあったら、この者になんでも言いつけてください」

「は、はい……」

　なんだか気圧されてしまう。

「こちらの都合で驚かせてしまいましたが、緊急事態だったので致し方ありませんでした。本当はもっと穏やかに、ゆっくりとお話を進めたかったのですが。勝手にいろいろ調べさせてもらったり、申し訳ないことをしたと思っています」

　返事のしようもなくて黙っていると、彼は……アルは、わたしの頭から足の先まで一瞥した。まるで確認するかのように。

「立ち話もなんですから、こちらへどうぞ」

　ティーテーブルのあるコーナーへ案内された。促されてアンティークな感じのチェアに腰掛けると、スーツ男……サムがお茶を運んできた。周囲にアールグレイの香りが漂う。

　そしてラフな服装の美形、アルは黒のカジュアルなジャケットを脱ぎ、さらりとソファに置いた。

　わたしはお茶を口に運んだ。美味しかった。少し落ち着いて、やっと喋れる気がした。

「あの……きっと、何かの間違いだと思うんですけど」

　二人が顔を見合わせた。何も言ってくれないので、続きを話すことにする。

「わたしがここに来たことです。状況が全くわからないんですが、たぶん人違いです。わたしにはここに連れてこられる理由がないと思うんです」

　そう言うと、向かい側に腰掛けているアルが、真ん中のテーブルに肘をついて身を乗り出してきた。

「いえ。それに関しては大丈夫です。沙織さんに間違いありません。その理由を今からご説明します。……どこから話せばいいかな。ええと、事の始まりは夢でした」

「夢？」

「はい。夜、眠りながら見る夢です。夢の中で、俺はいつも犬で、側に少女がいました。のどかな情景なのですが、それは、ある意味悪夢で、目覚めると俺はいつも不安や焦りに襲われ、いてもたってもいられなくなるのです。夢は二パターンあって、光り輝く何かを見る、という夢のときもある。でも、それも、見終わったあとの焦りがすごい。光り輝く何かは、しきりに何かを俺に教えようとしているんです。それはわかるのに、内容がはっきりわからない。それらの夢は、年を追うごとに回数が増え、目覚めた時の焦燥感はひどくなるばかりでした。病院に行ったこともあるけれど、病気でもなく、薬でどうにかなることでもなかったみたいで、悩みまして。人の勧めもあり、評判のいい香港の夢占い師に見てもらうことにしたんです」

「あの……ごめんなさい。ちょっといいですか」

　思わず話をさえぎってしまった。次々に言われてもよくわからない。夢占い師？　それより前に聞いておきたいことがある。まずはそこから聞かないと。

「質問してもいいですか？　そもそもあなたは、誰なんですか？　なんでわたしを連れて来たんですか？　わたしはそのことが知りたいんです」

　アルは溜息をついた。

「……だから今、そのことを説明しようとしています。まぁでも確かに、話が唐突すぎてわかりませんよね。実は俺もしばらく理解できなかったんですよ。仕方ない」

　側に控えていたサムがスッと進み出てきた。

「わたくしから、少しよろしいでしょうか」

「ああ。構わないが……」

　サムは少し後方に控えていたのだが、近くにやってきて説明を始めた。

「こちらの国井在人様はご先祖が始められた事業を継がれ、世界中に傘下のジュエリーショップを持つ実業家でいらっしゃいます。お母上は日本人でしたので日本でお生まれになりましたが、三歳のときにはアメリカへ移住、飛び級で学業を修められ、現在は香港とシンガポールに自宅を、世界中に別荘をお持ちで、普段はあちこちを飛び回っておられます」

「はぁ……」

　とりあえず、自分とは別世界の人だということがわかった。ますます、話が繋がらない。

（だから、なんでそんな人がわたしに用があるの？）

「サム、ありがとう。あとは俺が話す」

　アルがそう言うと、サムは再び引っ込んだ。

「そうだな。何から言えばいいんだろうな。とりあえず結論から言うと、俺は前世で、君の飼い犬だったらしいんだ。えっと、しゃべりにくいから、敬語やめていいかな？」

「それはいいですけど……。そうじゃなくって、え？　前世？　飼い犬？」

　ポカンとしてしまう。ますます理解できない。

（この人、何言ってるんだろう。本気なの？）

　意味がわからない。なんだ、前世って。かなり怪しいでしょ。

「わかるよ、その反応。その気持ち。普通、そう思うよな。俺だって最初は、何言ってんだこのへっぽこ占い師、って思ったよ。もちろん最初は半信半疑だったけど、占い師の言ったことが、すべてことごとく当たっていてさ……心当たりがありすぎて……信じるしかなくなった」

「占い師って……そんなの……」

　そんな怪しい、あやふやな話、まともに信じるなんてどうかしてる。

　そう思ったけれど、とりあえず最後まで話を聞かなければと思った。

「その占い師は一体どういうことを言ったんですか？　それで、それはなんでわたしに関係あるんですか？」

「そのことについては、ここに文書があるので読み上げるよ。『あなたには前世から持ち越した宿願があり、それを果たさないと今生で心の平安を得ることはできない。悪夢に悩まされているのはそのせいで、夢に出てくる少女は日本にいる。彼女はすでに大人になっている。その女性を探し出し、宿願を果たすことが、あなたが現世で唯一、幸せになれる道である。他に方法はない。あなたの前世は主人に忠実に仕える犬であった。その女性があなたの主人である。彼女を救い、彼女を愛し、敬いなさい。そして二度と離れてはならない』だそうだ。占い師はその後、その少女のデータを伝えてきた」

「ますます、意味がわかりません……」

「その気持ちもわかるけどね。で、その後、ここにいるサムにあらゆる手を使って調べさせて、沙織さんのことを突き止めたんだ。過去も現在もすべて……申し訳ないけれど、サムが調べた。だから俺は、沙織さんのことなら大体なんでも知ってる。沙織さんは占い師の言った条件にすべて符号していた。最後に俺が確認のために沙織さんを見ることになっていた。何しろ夢の中で少女の顔を見ているのは俺だけだからね。写真だけじゃわからないこともある。そして、やっと俺が確認できたのは……。実は一週間ほど前なんだ。できれば、驚かさずにゆっくり話そうと考えていたんだけど、そんな矢先に今回の事件が起きて、それどころじゃなくなってしまってね。急遽ここへ来てもらったんだ」

　急には言葉が何も出て来ない。頭の中で話を整理するだけで精一杯だ。

（……やっぱり、何がなんだか……）

　話が突然すぎる。でも、本当はアルのほうもそうなのかもしれない。

　そういえばこの人の名前。さっきまでこんなこと考えなかったけど。

「アル？」

　思わず、ひとりごとを呟いていた。

「アル……」

　ぐるんぐるん、思考が回る。そんなことあるわけがない。非現実的すぎる。何なの前世からの宿願って。でも。

　もし今聞いた話が本当だとして……。

　本当だとしたら……。

　とても信じられないけど……。

　わたしが飼ったことがある犬はアルセンだけだ。

（アル……？　え？　まさか、アルセン？　そういうことなの？　要するに、この人は、自分はアルセンの生まれ変わりだって言いたいの？）

　こわごわ、目の前のアルを見る。アルは、わたしをまっすぐに見つめている。

　名前は、似てるけど……。アルだけど……。目の前のアルの話が本当だとすれば、そういうことになる。

「見て、すぐにわかったよ。沙織さんは、夢の中の少女だった。それが大人になっただけでね。どう？　君が九歳のときに死んだ飼い犬のアルセンは、俺と同じ顔をしているのかな？　俺は今年二十三歳になる。ちょうど何もかもぴったりなんだ。俺は毎晩のように夢でうなされた。だから、一刻も早く沙織さんを見つけなければと必死だった」

「そんなの、信じられないよ」

　わたしは首を横に振った。だってそんな話。目の前の超美形な男子が、アルセンの生まれ変わりだなんて。似ているかと問われても、犬と人間は違うからピンとこない。あのとき死んだアルセンが、直後にどこかで生まれ変わっていたんだなんて言われても。

（アルセンは確かに、美しくて気品があって優雅な犬だったけど……。もし人間に生まれ変わったのなら、こんな風かもしれないけれど。でも生まれ変わりだなんて）

「そりゃあ、そうだよね。急に信じられないよね。俺だって……」

　アルが言いかけて、口をつぐんだ。

　わたしは軽くパニックで、頭の中は疑問符だらけになっていたが、どうやらアルのほうも戸惑っているのだと気が付いた。

（あ、そうか）

　困っているのは自分だけじゃないのかも。

　だって、そんなわけのわからない夢を見てうなされて、占い師に前世がどうのこうの言われて、探してつきとめたらみすぼらしい女が出てきちゃって。

　これまでそんなことに縁のない生活をしてきたのに、いきなりその女を救えだの愛せだの敬えだの離れるなだのと言われて。

　そりゃ、戸惑うだろう。自分の前世が犬だったなんて言われること自体、こんな高貴な感じの人にはすごく心外だろうし。

「あの……なんだか……ごめんなさい」

「なんで沙織さんが謝るの」

　確かにその通りで、困り果ててしまった。わたしが謝っても仕方ない。

「えっと……一応、事情はわかりました。そんなこともあるんですね。まだちゃんとは信じられませんけど……。でもですよ？　もしその話が本当だとしても、前世のことなんて、一度死んじゃったら関係ないと思います。わたしのほうでは、あなたが飼い犬のアルセンだったかどうかなんてわからないし、証拠があるわけでもないし。だから、宿願とか救うとか、そんなことお気になさらなくていいと思います。あなたはこれからも、自分の人生を歩んでください。それがいいと思います」

　わたしはそう言いながら立ち上がった。

（どっちにしたって、こんなわけのわからない話、大人の対応で乗り切るしかないよね）

　少なくともわたしは、彼が見たような悪夢も見ていないし、アルがわたしの飼い犬アルセンだったかどうかの確信は持てない。

（わたしの場合、もうずっと悪夢の中で暮らしているようなものだけど）

　そうだ。こんなところで、贅沢してる場合じゃない。

　仕事も見つけなければいけないし、引っ越し先を探さなければならない。逼迫した状況なのに、大金持ちの夢物語などにかかずりあっている余裕なんかない。

　バッグを掴むと、サムがさっと立ち上がって側に来た。しなやかで無駄のない動き。さりげなく行く手が塞がれる。

「沙織様。混乱なさっているのはわかりますが、どうか落ち着いてくださいませ」

　そっとバッグが奪われた。目にもとまらぬ速さとはこういうことを言うのだろうか。乱暴ではないやり方で、さりげなく。

　アルがそっとわたしの肩に両手を置き、チェアに座らせた。

「沙織さんは、ここにいてもらう。そうでないと困るんだ。これから先は常に、俺の行く場所で過ごしてもらうことになると思う。沙織さんが住んでいるアパートは近々取り壊されるし、天涯孤独の沙織さんには頼れる人は誰もいない。仕事もやめたばかりだよね。全て調査済みだよ。それに、今あそこに帰れば間違いなく、沙織さんは危険な目に遭う。おそらく殺される。なぜならジャパニーズマフィアに目を付けられてしまったからね。下手すると何かバレたかもしれないってことで、血眼で探している可能性だってある。ギリギリのタイミングで沙織さんを探し出すことができて良かったよ。だから、沙織さんも俺との生活に早く慣れて欲しい。こうなった以上、もう後戻りはできないんだよ」

「でも、そんな……」

「冷静に考えてみて。選択肢はそう多くはないはずだよ。ここにいることが、現在の沙織さんにとってはベストなはずだ。俺の話が急には信じられないとしてもね。そんな気はしない？」

　わたしは黙った。

　前世がどうこうという話が本当かどうかは別の話として、確かに言われた通りかもしれない。あそこには帰るのはたぶん危険だ。今度こそ死体になってしまうかも。仕事も行き先も決まっていないし……。

（だからって、前世がどうこうなんてあやふやな話に頼っていいものなの？）

　そう思いつつも、……でも今、他に選択肢もないみたいで。

　意気消沈した。

「そうかも……そうですね……それじゃ……よくわからないですけど……とりあえず、よろしくお願いします……」

　わたしは頭を下げた。






　その晩は、ホテル内でアルと二人で和食を食べた。

　個室で、身体に優しい感じの野菜中心のメニュー。

（美味しい！）

　経験上、本気で貧乏になると野菜なんか買えなくなる。だってとにかく、お腹に溜まるものを優先して食べなきゃいけなくなるから。結果的に炭水化物中心の食事になり、栄養が偏るのだ。パスタに塩コショウだけとか、具の無いやきそばとか。

　わたしはその身体に優しいメニューをすごく贅沢に感じた。

　アルはわたしの疲れを慮って、和食にしてくれたのだろう。お互い戸惑いつつも、まだまだ知りたいことが多くて、わたしたちはあれこれ話をした。

　アルも自分のことを話してくれた。本家は鉱山主の流れを汲む本物の大富豪で、父は末子だが事業の一部を継いでおり、日本人の母は父の恋人のひとりで正式な妻ではなかったが、父はアルをすごく可愛がって育ててくれたそうだ。

　話を聞いていると、先程のサムの説明の通りアルはとても優秀な子供だったらしい。そして、占い師の話が本当だとすれば、前世が飼い犬であるアルセンだったアルは、不思議と犬には興味がなく、一度も飼ったことはないそうだ。

「ふうん、そういうもんなんだね」

「別に犬が嫌い、ってわけでもないんだけどね。単に興味が無かったんだ。前世が犬って言われてすごくびっくりしたよ。でも、面白いんだけどさ、夢の中でも、俺は自分が犬とは思っていなかった。犬っていう自覚はないんだよ。沙織さんのことはわかっていたけど、主人とかそういうことじゃなくて、なんとなく、人として沙織さんと一緒にいる感じっていうか……。上手く説明できないけどね、感覚のことだから。目線も高かったし、沙織さんを見上げるって感じでもないし。そういや、鏡なんか見なかったな。自分の姿を意識することはなかった気がする。まぁでも犬だったら、自分の見た目なんか気にしないもんな」

「アルセンはすごく大きい犬だったの。目線が高かったのはそのせいかもね。ボルゾイって見たことある？」

「犬に興味が無かったからかよく覚えてないんだ。子供の頃ずっと住んでいたニューヨークでも、デカい犬連れてるやつはけっこう多かったんだけどね。犬の種類とか気にしたこと無かった。占い師に言われてから、写真やデータで、大きさや見た目を確認したんだ。確か仔馬くらいあるんだよな、ボルゾイって」

「そう、大きいの。体高があるんだよね。でもすごくほっそりしてて、しなやかで、スマートなの。素敵だったよ、アルセンは。大好きだった。ずっと一緒にいたかった」

　アルは笑った。

「なるほど。うん、ただの犬だった、っていうよりは、素敵な犬だったって言われたほうが嬉しいかな」

　わたしは一瞬、黙った。

（そっか。そうよね。犬だったことなんか、きっとうれしくないんだよね……失礼だったかな）

　そう思ったけれど、わたしはアルセンが大好きで特別な存在だったから、ちゃんと伝えたかった。

「うん。すっごく素敵な犬だった。だってアルセンは、わたしのお兄ちゃんみたいだったもの。カッコよくて自慢のお兄ちゃん、って感じ」

「そうか、沙織さんのお兄ちゃんか。その当時は、俺の方がきっと年上だったんだよね。犬として」

「犬は、あっという間に大人になっちゃうからね。人間と年齢の進み方が違うでしょ。でも今は、逆だけどね」

　そう。今は真逆だ。わたしのほうがアルより九歳年上。九歳、ってけっこう離れてる。親子ほどではないけど、兄弟姉妹って感じでもない。

　わたしが九歳のとき、生まれ変わった……から？　ってことになるけど。

（そんなことって本当に、あるのかなぁ。でも実際に、こんなことになっちゃってる……）

　食事が済むと一緒に部屋に戻った。サムがいるのかと思っていたが、そんなことはなくて二人きりだった。

　よく知らない男と二人きりだなんてわたしにとっては異常事態だが、不思議なことにこれが全く緊張しない。

（ん？　なんでだろ）

　どちらかというと、ずっと男嫌いだった。これまで男性関係でいいことなんか無かったから。今の状況は、頭ではおかしいと思うのだけど、感情面での違和感がなぜか少ない。

（そっか、年が離れているからかな？）

　九歳差だ。男女を意識するような年齢差ではないから？　でも、それだけではない気もする。

　現実感がないからかもしれない。それに、相手が違う世界の人で、おまけにとんでもなく美形だから。

　アルも、こっちを変に意識している様子はない。

　短い間に色んなことがありすぎて、疲れた。

　すっかり夜更けだから、わたしは自分の寝室に入った。昼間、寝かされていたところ。

　たぶんここは、ゲストルームなんだろう。ベッドの上にはさっき脱いだルームウェアが畳んで置いてある。それを持ってバスルームに行き、軽くシャワーを浴びて戻ると、さっきまで置いてあったはずの荷物が消えていた。

（あれ？　どうしたんだろ）

　探し回っていると、昼間わたしが探検したときには開かなかったリビング奥のドアの中からアルが出てきた。

「そこって、アルの部屋なの？」

「ここは書斎だよ。仕事部屋として使ってる。だからいちおう、鍵がかかるようになってるんだ。中を見る？」

　覗き込むと、どっしりとした木製のデスクがあり、パソコンや本が置いてあった。

「ふうん。こうなってたんだね」

　けっこう広い。事務室としても使えそうだ。ホテルで仕事をする富豪はけっこう多いのだろう。

（それより、わたしの荷物は一体どこ？）

　ウロウロしていたら、後ろから声がかかった。

「どうしたの？」

「なんか、わたしの荷物がどっかいっちゃって」

「それなら、もう俺の寝室に運んだよ。着替えとかも」

（え？）

　戸惑ったが、アルの言い方があまりにも屈託がなくて、意識するのもヘンなのかなという気がしてきた。

（えーっと。前世はともかくとして、今は、他人だよね？　会ったばかりだよね？）

　そう思うのだけど。

　探検の時に見た主寝室はとても広く、大きなベッドがふたつ置いてあった。二人きりなのだから、そっちで寝るのが自然かもしれない。

（そりゃ、すでに家族ならね。だけど……。ん？　アルにとっては、わたしってすでに家族なの？）

　わたしはルームウェア姿で主寝室へ移動し、アルはシャワーを浴びに行った。

　主寝室からの景色も素晴らしかった。今夜は空気に水分が含まれているのだろうか。夜景の光が潤んでいる。部屋にずっといたからわからなかったけど、夕立があったのかもしれない。

　シャワーから戻ったアルは、アイボリーとベージュが混ざったような、白に近い中間色のルームウェアを着ていて、そのまま隣のベッドにごろんと寝そべった。

（あれ？　なんだか……）

　妙に親しい感覚が沸き起こり、自分でも驚いてしまった。

　初めてのはずなのに、こんな光景をどこかで見たような感じがする。こういうことは初めてではないような気がする。昨日初めて会った男性に対する警戒心なども、まるで起こらない。ゼロだ。

　そういえばアルセンは、白に近いクリーム色のボルゾイだった。

（今アルが着ているルームウェアよりは明るい色だったかな？　でも、こういう色だったな……）

　じーっと見つめてしまった。アルはタブレットを弄っていたが、わたしの視線に気が付いて、こちらを見た。

　目……。アルの目……。

　やはりなんだか、おかしいのだ。胸の中が。何か大事なことを忘れているような……。

　アルも寝そべりながらこっちを見ている。見つめ合ってしまった。

「どうしてこっちを見てるの？」

「えっと。なんか……不思議な感じがするの」

「不思議な感じ？」

「なんだろう。アルと同じ部屋で寝るのが、初めてじゃないような感じ。違和感がないとでも言いますか……」

　アルセンとは、毎晩、同じ部屋で寝ていた。わたしはベッドで、アルセンは子供用のシングルベッドには入りきらない大きさだったから、ベッド下の床に寝ていたけど、たまに上がってきたりして……とにかくずっと一緒だった。

　唐突にこんな風になったというのに違和感を感じないだなんて、傍から見たらきっとそっちのほうが違和感だろう。でも今は自分の感覚だけを信じるしかない状況で。

「沙織さんもそうなのか。実は俺もなんだ」

　アルが頷きながら言った。

「ついさっきまで、昨夜と同じようにゲストルームで寝てもらおうと思ってたんだ。でも急に、そうじゃないって気がして。俺と沙織さんは、同じ部屋で寝なきゃいけないんだって思った。だって、ずっとそうしていたんだから……って。そう思ったら、まるであの悪夢を見た後みたいに居たたまれなくなって、こっちの部屋に沙織さんの荷物を持って来てしまったんだ」

「そうだったの……」

「だから、これでいいよね？」

　同意した。きっと、その通りなんだろう。

　ベッドに入ると、アルは照明を消して、安心した様子ですぐに寝入ってしまった。寝つきのいい人だ。

　わたしも、さらに深くベッドに潜り込み、眠った。






　朝の光は暴力的なほどだった。夏だから当然かもしれないが。

　床から天井までの窓ってすごい。めちゃめちゃ眩しい。

　でも、もっとすごいのは、全く暑くないこと。暑くも、寒くもない。ちょうどいい温度がずうっと、続いている。どこにエアコンがあるのか、ということもわからない。勝手に二十四時間、温度調節されている。

　そういえば昨夜、ブラインドを下げずに眠ってしまった。もしかすると、アルはいつもそうなのだろうか。

（ん？　アル、いない！）

　空が青かった。

　伸びをしながらベッドから這い出したが、隣のベッドにはもうアルはいなかった。

　時計を見ると、まだ六時だ。大体いつもこれくらいに起きていたから、目覚ましなどなくても習慣で目が覚める。自分では早起きなほうだと思っていたが、アルはわたしよりさらに早起きらしい。

　少しすると、アルが帰ってきた。トレーニングウェアを着ている。

「どこに行っていたの？」

「外を走ってきたんだ。このへんはけっこういいコースがあるからさ。俺、朝は早いんだ。雨や雪じゃなかったら大体いつも朝はランニングしてる。だから遅くても五時には起きるかな。その代わり、寝るのも早いんだけどね」

「規則正しいんだね」

「昔からだよ。自然に目が覚めちゃうんだ」

　アルセンを思い出した。犬の朝は早い。

　日曜も祝日も、犬には関係ない。さっさと起きて、運動、食事、そして自分の仕事に従事。アルセンはわたしの側にいることと、家の番をすることが仕事だったと思う。暗くなれば寝る。明るくなれば起きる。シンプルそのもの。

　アルセンはボルゾイ犬だったから、運動量はかなり必要だった。父が散歩することもあったが、ペットシッターさんも散歩していたように思う。アルセンが本気で散歩するときは、母やわたしではダメだった。

　ドッグランにもよく行った。アルセンが走る姿は、群を抜いて美しかった。その場にいるみんなの目を引いていた。

（でもこれは前世とは関係ないかな。ランニングする人がみんな犬の生まれ変わりなわけ、ないもんね）

　アルはシャワーを浴びに行った。その間に、ルームサービスで朝食が届いた。どうやらすでに頼んであったらしい。

　グレープフルーツジュースとコーヒー、フルーツ入りサラダ、ヨーグルト。スクランブルエッグにカリカリベーコン。軽く焼いたパン。次々と客室係がダイニングテーブルに並べてくれる。

「朝はしっかり食べることにしてるんだよね。ランニングするとお腹も空くから、ちょうどいいんだ」

　ほっそりしているわりには、アルは食欲旺盛だった。

（アルセンもそうだったなぁ。ごはんはいつも、ペロリと平らげてた）

　まだ、半信半疑。でも、なんとなく重ねて見てしまう。

（本当はわたしだって、アルセンに会いたいよ）

　変な話だな、とは思うけれど……。馴染みつつある自分がいる。

　朝食を食べ終えると、アルは言った。

「午前は仕事で外出するけど、午後には香港に戻るよ。もちろん沙織さんも一緒に。パスポートは持ってるよね。サムが確認したそうだから」

「え！　香港？　そんな急に」

　海外旅行などする余裕はなかったが、わたしは自動車の免許証を持っていなかったので、いざというときの身分証明書代わりにパスポートを所持していた。それが初めて役立つことになった……のかな？

　それにしても。

「別に何も、問題はないよね」

　わたしの驚きをよそに、アルはあっさりと言う。

「でも、アパートの整理とか……。それに、わたしは海外なんて初めてで、言葉もわからないし……」

「ん？　そんなことなら何も心配いらないよ。俺もいるし、すべてサムに任せておけばいい。上手くやってくれるはずだ」

　口を挟むような余地はなくて、わたしはうなずくしかなかった。

















４・香港へ出発












（どうしてこう次々、現実感が麻痺するようなことばかり起こるんだろ）

　空港で、なんかこれは普通の手続きと違うんじゃないかな……？　と思いながら進んで行った先に、一台の小ぶりな飛行機があった。入り口でキャビンアテンダントの挨拶を受け中に入ると他には誰もいなかった。

　要するに、小さい飛行機に客はアルとわたしだけ、という状態。

　内装も、座席はソファのようで、テーブルや大きなモニターが設置してある。まるでマンションのリビングみたい。

　恐る恐る、アルに尋ねてみた。

「あの……これってもしかして、自家用ジェットってもの？」

「自家用？　ああ、そういうことになるかな。プライベートジェットというよりは、ビジネスジェットだね。単に時間短縮のために使ってる。俺は基本的に近距離しか使わないよ、小さい飛行機に長時間乗るのはつらいからさ。ヨーロッパやアメリカに行くならファーストクラスのほうがずっと快適だからね。こんなの別に、大していいものでもないよ。どうしても揺れるし」

「はぁ……。そういうもんですか……」

　セレブの世界にもいろいろあるようだ。無駄知識がついてしまった。

　わたしはピンクベージュのサマーセーターにくすんだブルーのカジュアルなロングスカートという恰好。クローゼット内にあったものだから質は良いものだと思うが、見た目はシンプルな普段着だ。側に控えているキャビンアテンダントのほうがよほどきちんとした格好をしているし、メイクもビシッと決まっている。そして心なしか、わたしのことを睨んでいるような……。

（もしかしてこの人、アルのこと狙ってたのかな。ま、そんなのわたしには関係ないけど。ほんとわたし、いろいろと場違いって感じだよなあ……）

　わたしの荷物はほぼない。いつものバッグに現金もほとんど持たないまま、わたしは知らない男と海外に出ようとしている。

（もう、どうにでもなれって感じ……）

　離陸のときは確かに揺れた。飛行機は初めてだし、けっこう怖かった。どれくらいが普通なのかわからないけれど、持ち主が『けっこう揺れる』というのだから、普通より揺れているのだろう。

　わたしの顔が引きつっていたのか、

「大丈夫？」

　隣から声がかかり、手が伸びてきた。

「だ、大丈夫。でも、飛行機に乗るのとか初めてで……」

　わたしが怯えながら言うと、アルはわたしの手を上から包むようにしっかり握ってくれた。

「怖くないよ。大丈夫だからね。俺がついているから」

　アルの手の温かさが伝わってきて、次第に恐怖感が薄れた。

（この感じ……）

　昔、雷が鳴って怖かったときや、恐ろしい夢を見たとき、アルセンがぴったりと寄り添ってくれたことを思い出した。

　何度も何度も、そうやってわたしは、救ってもらった。

（この安心感は……。やっぱり、アルセンなの？）

　安心って、なかなかできない。少なくともわたしは、そうだ。大人になってからは、誰といたって、安心したことなんかない……。

　飛行機が安定し、あまり揺れなくなった。でもわたしたちは手を握り合ったままで、なんとなく見つめ合った。

「なんだか、触れ合ったら余計に……」

　アルが言いかけて、黙った。そして……指を搦からめる恋人つなぎになった。

「余計に、実感が涌いた気がする」

　わたしも、そんな気がしたけど……でもなんとなく言えなくて、黙っていた。

「俺だって、半信半疑だったんだ。でもこうやって、沙織さんに近づけば近づくほど、答えが見えてきてしまう。正直なところ、少し怖いよ。いちおう、これまでは普通に自分の道を歩いてきたつもりだった。それなりに努力も重ねてきた。でも、それだけじゃなかったのかもしれない。生まれてきた目的はたぶんひとつじゃなくて、いくつかあるのかもしれない」

　安心感と……でも、安心感じゃない別の感情も、どこかにあって。触れ合った場所が、熱い……。

　安定飛行になって、それほど揺れなくなった。どちらからともなく、繋いだ手を外した。

　キャビンアテンダントに飲み物を勧められ、オレンジベースのハーブティーをもらった。爽やかな柑橘の匂いに少し癒された。






　香港国際空港に到着すると、外に車が待っていた。

　すでに夜だから暗い。空気はどこか湿っていて、とにかく蒸し暑い。

　わたしは初めての海外が物珍しくて、ついきょろきょろしてしまった。車に乗ってからも窓の外ばかり見ていた。

　漢字表記の煌びやかな看板が次々に目に入るが、東京と似ているようでやはり違う。八角と、甘いビスケットが混ざったような匂いがする。

「香港は初めて……だよね。海外は初めて、って言ってたもんな」

「うん……」

「実は少し前に香港の自宅を売っちゃってさ。いずれまた買おうとは思ってるんだけどね。もう遅いからこのままホテルに向かうよ。お腹は空いてる？　そこにしばらく滞在することになるかな」

　到着したホテルは、贅沢に縁がないわたしでも名前を耳にしたことがある超有名ラグジュアリーホテルで、出迎えからかなりの丁寧さだった。アルは英語で話していたので、ところどころしか聞き取れない。部屋はすでに準備されており、レストランの予約も済んでいるとのことだった。

「軽く何か食べたほうがいいよね」

　飛行機の中では食欲がなかったせいで何も食べなかったが、初めての海外で緊張しているせいか、今もお腹はあまり空いていない。

　案内されたのはフレンチをベースにした創作料理のレストランで、ホテルの上階にあった。コースではなくアラカルトでアルが頼んでくれた。アジアンな雰囲気の赤いペンダントライトが印象的だった。

　案内された個室は落っこちそうなほどの窓際で怖いほどだったが、百万ドルの夜景と称される香港のビル街がすごくて、ひたすら『きれいだな』という感想しか出てこなかった。

（この世には、こういう場所もあるんだ）

　頭ではわかっていても、実際に見ないと実感できないことってけっこうある。

　運ばれてきたシャンパンを飲んでいると、テーブル脇で軽くローストされた鴨が切り分けられ、供された。それにサラダと、澄み切ったコンソメスープで、お腹がいっぱいになった。

　食事のあとは部屋に入った。

　日本での部屋もすごいと思ったのに、そのさらにずっと上をいく豪華さで、度肝を抜かれてしまった。

　探検するのも疲れるほどの広さ。ベッドルームは五つ、バスルームは三つ。パーティルーム、リビング、バー、書斎、トレーニングルーム、テラスにもジャグジー、そして極めつけはプライベートプール。眺めも当然、素晴らしい。

「ねえ、アル。アルっていつもこういうところに住んでいるの？」

「大人になってからはそうだね。いわゆる普通の育ちじゃないことは、いちおう自覚してる。恵まれている、と言われてしまえばそうだろうね」

「それは……」

「いいんだ。俺自身も、努力はしてきたつもりだけど。両親からのプレッシャーはなかなかのものだったよ。事業を任せてもらうことは、そう簡単なことじゃないからね。きれいごとだけでは済まない場合だってある。……ねえ、沙織さん、プールに入らない？　今日は移動ばかりでちゃんと体を動かしてないから、ストレッチも兼ねて泳ぎたい。沙織さんもそうしようよ」

（えっ。プール？）

　そりゃまぁ、そこにあるけれど。

「でも、水着とか持ってないよ」

「そんなのすぐに届けさせるよ。ってゆーか、そのへんにない？　クローゼットに入ってるよ、きっと」

　ちょっと面食らいながらもクローゼットを探すと、確かに水着が入っていた。

　でも……。

（うーん。ちょっと、派手じゃない？）

「俺、先に行ってるよ」

　わたしの返事も聞かず、アルは先に行ってしまった。






「可愛いじゃん！」

「可愛いとか、九歳も上なんだから、言わないでよね。実際、可愛くないし。これしかないのかな、水着……こんな派手なの……。もっと他にもあれば……」

「何言ってんの？　全然派手じゃないよ、それくらい」

　男子の目から見たらそうなのだろうか？　わたしからすれば、ビキニってだけで充分派手だ。確かに色は落ち着いたモカで、お洒落といえばお洒落だけど、ワンショルダーのビキニで肩に大きなリボン、パンツ部分にも反対側のサイドに大きめのリボン。

「なんかいいトシして恥ずかしいよ、こんなの……」

　プールサイドに突っ立っていると、水をかけられた。

「だったら、早く入りなよ！」

　アルが笑っている。それもそうかと思い、そうっとプールに入った。

（うわぁ……何ここ）

　非日常、って言葉がよく似合う光景……。落ち着いた照明が当たって、水面が青く光っている。プールサイドは明るすぎないアジアンな雰囲気。竹製のビーチチェアと間接照明の赤いランプがよく似合って幻想的だ。

「こんな小さいお遊びサイズのプールじゃ、ちゃんと泳げないんだよなあ」

　アルはそんなことを言いながら、身体を伸ばしている。

　わたしはというと、プールなんて久しぶりすぎて勝手がわからない。ぱちゃぱちゃやっていると、アルが近づいてきた。

「そんなんじゃしょうがないだろ。ほらっ」

「キャーっ。何すんのよっ」

　頭から水をかけられ、悲鳴を上げた。腹が立ったのでやり返した。

「うわっ。目に入っただろっ」

　あとはもう、ばしゃばしゃ、ばしゃばしゃ、お互い水の掛け合いで、しまいにはゲラゲラ笑っていた。

（こんなに笑ったの、久しぶりかも！）

　笑っていると、急にアルが真顔になって、ぎゅっと抱き締められた。

「な。何？」

　いきなりなのでびっくりしていると、

「さっき、言うなって言われたけど、やっぱり可愛いよ。沙織さん、可愛い」

　わたしは言葉も出ず、動けなくなってしまって……そのまましばらく、じっとしていた。










　次の日から、日常が始まった。

　アルの仕事はアジア圏をベースにしているらしく、香港に本社があるのだと知った。アルはかなり忙しく、わたしはサムと一緒に出掛けたり、サムに勧められるままにホテルのスパに行ったりした。

　少し前までは考えられなかった、贅沢三昧の日々。

（でも……。自由はないんだよね）

　危ないからと、ひとりでの外出はさせてもらえなかった。わたしの目から見れば、さほど危ないことはなさそうなのに。

　こういう豪華なホテルにいるだけだと、世界のどこにいても同じようなものじゃないかと思うようになった。贅沢な話だけど、退屈になった。

　サムが、わたしが退屈しないようにと、お寺や公園に連れていってくれたけど。それはそれで楽しかったけれど。なんだか物足りない。

　何か欲しいと言えば、すぐに用意してくれるし。困ることなんか何もない。だから、言えなかった……。退屈で仕方ない、なんて。

　わたしは、一人でふらりと夜市に出かけて、屋台でごはんやデザートを食べてみたかった。

　スマホの画像で見る香港の雑多な町はとても魅力的に見えるのに、そういったところへは一度も連れて行ってもらっていない。

　贅沢というのも、けっこう疲れるものなんだと知った。

　でも、わたしがそう言いだすことが、サムにとっては一番困ることらしかった。警護の問題が絡むらしい。彼にしてみれば、わたしに何かあったら自分の責任になってしまうのだから、そう思うのは当然だろう。

　そして、そこまではまだ良くて……。

　ひと月ほどそうやって過ごしているうちに、わたしは不安にかられるようになってきた。日本を離れたことによるものなのか、状況によるものなのか。たぶん両方だと思う。

（このままでいいの？　わたし、この先どうなっちゃうの？）

　生活に追い詰められていた日々から、あまりにもグレードの違うところへ来て、忙しいアルとはなかなか話もできない。

　というか今現在アルは香港を拠点にしてアジア中を移動しているため、ここにはほとんどいないのだ。だからあの日みたいに、プールで遊んだりすることも皆無だ。

「今日は、どうされますか？」

　朝は必ずサムから電話で連絡が入る。部屋に備え付けの電話に直接かかってくるのだ。わたしが部屋にいることの確認も兼ねているのだと思う。

　わたしに予定などあるはずがないので、最近はおざなりに言葉を返すことが多くなっていた。

「特に、何も」

「ランチにお連れしますよ。眺めの良いところにでも」

「ここより眺めがいいところなんて、あまりないじゃない。別にいいです。部屋で食べます」

　サムも少し困った様子だったが……。その日の昼、慌ただしく連絡が入った。

「沙織様、今日、在人様がクアラルンプールより戻られます」

「え、そうなの？」

「沙織さまのために、少し日程を繰り上げたそうです」

　確かに、予定より三日ほど早い。ふわりと、うれしい気分になった。






「ただいま。サムが泣きつくからさ、早めに戻ったよ」

「サムが？」

　意味がわからない。

「沙織さんが退屈そうで、寂しそうだから早めに戻れたらお願いしますって。滅多にそんなこと言うやつじゃないんだけどな。……そうなの？　沙織さんは、退屈して寂しかったの？」

　わたしのほうが九つも年上のはずなのに、なんだか子供扱いされているような気がしないでもない。でもそれも、アルセンと思えば、なんだか自然というか違和感がなくて。

　思ったより早い時間に帰宅したアルが、ソファに深めに腰掛けている。何気ない仕草さえ素敵で、見ているとなんだかちょっとくらくらする。最近気が付いたのだけど、わたしはこうやってアルを見るたびに、ちょっと不思議なくらいに胸が騒いでしまうのだ。

（どうしてだろう……困ったな）

　やめようと思っても、つい見惚れてしまう。

「何、見てるの？　俺の顔になんかついてる？」

　からかうように言われて、ますますドキッとしてしまった。

（ダメダメ、わたしとしたことが）

　年も離れているんだし、わたしは元飼い主なんだから、それにこれはそういうことじゃないから、と気持ちを引き締める。冷静に考えると、わりと普通に戻れる。気を抜くとまずいけど。

「何もついてないよ。なんでもないです」

　ついごまかした。アルは気にしていない風だった。

「退屈させてごめんね。新店舗を出す関係で、最近ちょっと忙しかったんだ。でも大きな打ち合わせは済んだから、時間ができたよ。サムから話は聞いていたんだ。今夜は食事がてら、どこかに遊びに行こう。夜の街にも出てみたいだろ？」

　喜んでうなずいた。






　香港の、夜の街を歩くのは初めてだ。しかも、こんな狭い通り。

　暑くて、むあっとする。そして独特の匂い。いい匂いも、嫌な臭いも、全部混じってる。高級ホテルの中とは大違い。人だらけ。言葉も全くわからない。

　どぎつい感じの色合いの看板の山が通りを埋め尽くす中、屋台を冷やかし、食べ歩きしながら、これまた日本の神社とは雰囲気の違うド派手な色合いの夜の神社に参拝する。おそらくこれは派手とは違うのだろうが、わたしの目にはそう見える。中にある像はまるで生きているような雰囲気。とても生々しい。昼間に見るのと、夜に見るのはまた違うと感じる。思わず手を合わせた。

（これこれ、こういうことがしてみたかったんだよね。……いかにもおのぼりさんって感じだけど）

　たぶん、アルにはこんなところは退屈で、無理をしてわたしに付き合ってくれているのだろうけれど、ついうれしくなってしまう。

　アルの服装は、今日はチャコールグレーのジャケットのセットアップだ。中はＶネックの白Ｔシャツ、足元はビットローファーなのが崩しすぎてなくて素敵。ちょっと悪いお兄さんのきれいめカジュアルという感じ。これがまた完璧な似合い方で、困ってしまう。

　わたしはといえば、グレージュっぽいノースリーブの地味なワンピース姿で、アクセサリーはプラチナにブルーサファイアがついたピアス。部屋にあったものを活用させてもらっている。それに、この間サムと出かけた時に買った小さなお財布ポシェットを下げて来ただけ。街歩きをするなら、斜め掛けできる小さなバッグがいいなって思ったから。

　混雑していてはぐれそうなので、手を繋いだ。手を繋ぐのは、香港に来るときの飛行機の中以来だ。本当はドキドキしていたが、平気なふりをした。でも、指先が熱くなってしまったかも……。
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（別に、そういう意味じゃないよね。はぐれそうだから、繋いだだけだよね。この間のプールでのハグだって……。だから、ドキドキしちゃうのって、ヘンだよね？　……あくまでも、そういう関係じゃないんだから。ん？　でもよく考えたら、どういう関係なんだろう？）

　一応、飼い犬とご主人様、のはず。でもそれは前世での話で、今生では明らかにアルが格上だから、今はそういう感じでもない。

（下手すると……これ、客観的に考えたら、飼われてるのはわたしのほうだよね）

　行き詰まっているところを救われ、家においてもらっているのだから、捨て犬が拾われたようなものだ。

　アルがいるときは毎晩、同じ部屋で、隣のベッドで眠っているけど。そういうことは一切、無いし……。

（よくわからない。考えても仕方ないかな……）

　そんなことを思っていると、

「ここだよ、入ろう。たまには遊びたいよね？」

　アルがそう言ってクスクスと笑った。

　狭い路地や通路をいくつも抜けた先にあった、赤紫色のドア。

　開けると、大音量。ナイトクラブだと気が付いた。

（うわ。どうしよう。こんなところ、一度も来たことないよ！）

　服装とかいろいろと場違いではないかと思いつつ、アルにくっついて中に入ると、次々と知らない人が話しかけてきた。みんな大体英語で話しかけてくれるのだけど、わたしは広東語も英語も同じくらいわからないダメ人間なので、あやふやな返事しかできなかった。

　アルはこのナイトクラブの雰囲気にピッタリだった。そしてあまりにもカッコいいために、すごく目立つ。入った途端に主役級、という感じ。

（たぶんこういう人は、どこでだってそうなんだけど）

　とりあえずバーカウンターでジンリッキーを作ってもらった。騒がしいところだからお酒の味なんていまいちかなと思ったけれどそうでもなくてピシッと美味しい。

　日本のクラブとかディスコ、っていうよりは、ちょっと豪華なバーでガンガン音が鳴っているという感じ。踊っている人もいるけれど、うるさい中おしゃべりしている人もいる。

　側にゲームコーナーがあったのでそっちに交ざってみた。

　一見、ビリヤードでもしているのかと思ったらそうではなく、ビリヤード台の上で何やらオリジナルのゲームが展開されていた。敵味方に分かれてコップにピンポン玉を入れるという他愛ないものだったが、やってみると楽しくて、けっこう夢中になった。何もかも忘れられる、という感じ。

　遊んでいる最中、アルはというと次々にいろんな人たちに話しかけられていた。友達が多いのか、もしかするとこのへんでは有名人だったりするのかもしれない。ぜんぜん不思議じゃない。わたしには言葉がわからないし会話の内容は不明だった。

　中に、友達みたいな男性がいて、どうやらわたしのことを紹介しろ、と言われた風だった。すると、アルが彼をわたしに紹介してくれた。日本語が話せるという。

「こいつは、トニーって言って、俺の友達。ミュージシャンなんだ」

「初めまして」

「初めまして。日本でもたまに仕事してます。昔はバンドもやってたけど、今は演奏よりも作曲の仕事のほうが多いんだ」

　トニーもなかなかカッコいい男性で、アルよりは年上に見えた。たぶんわたしと同年代か、ちょっと下くらいじゃないだろうか。

　音楽は好きなので、気に入った曲はスマホにダウンロードして聞くこともある。そう言うと、日本人のアーティストが歌っているという、彼が作った曲の曲名を教えてくれた。

「あっ、それ、知ってる！　好きで、スマホにも入れてるんですよ」

「えっほんとに？　そんなにメジャーじゃないから知らないと思ってた。気に入ってくれたなんてうれしいなあ、これも何かの縁だね」

「こちらこそ、作曲した方に会えてうれしいです！」

　アルが他の人と話をしていたということもあり、わたしはしばらくトニーと雑談していた。トニーは面白くて優しくて、久しぶりに何気ないおしゃべりを楽しめた気がした。

「ぜひ、別の曲も聞いて欲しいな。データを送るから連絡先を教えて」

　アルの友達だし、よく知った曲の作曲家だし、いい人みたいだし。

（別にいいよね）

　わたしはトニーとメールアドレスを交換した。アルは隣で見ていたが、ちょっと慌てた様子になり、トニーに何やら話しかけていた。

「どうしたの？」

　様子が変なので尋ねると、

「あまり気安くするなって怒られちゃったよ。アル、意外と焼きもち焼きなんだな」

　トニーが小声でわたしに言った。

（えっ。焼きもちとかそんなことは……無いと思うんだけど）

　トニーは別な人に呼ばれて離れていき、ちょうどゲームも終わった。

「そろそろ帰ろうか。もう遅いし。俺、眠くなっちゃった」

　アルがちょっと不機嫌に言い出して、なんだか少しあたふたと、帰ることになった。






　次の日も、そのまた次の日も。アルはどこか不機嫌だった。

（この前、あんなに楽しかったのに。どうしてかなあ？）

　あの日以来、不機嫌な気がして仕方ない。それでいて、アルは仕事のとき以外はずっとホテルにいて、わたしの側を離れない。ちょうど仕事も無いのだろうけど……。

　不思議で仕方なかったけれど、普通に接していた。

　その日も、仕事から帰ってきたアルは、わたしに挨拶するのもそこそこにバスルームへ行ってしまった。

　いちおう、アルが帰ってくるとわかっているときは、メイクも服装も万全の状態でいることにしている。パジャマで待っているのは礼儀にかなっていない気がするからだ。

　でも、ろくに話もしないままなら、きれいにしていても意味がない。

（なんだか変な感じ）

　バスルームはほかにもあるのでわたしはそっちを使った。その後、ドライヤーでゆっくり髪を乾かす。優雅なグルーミングの時間が取れるだけで、女はきれいになっていく気がする。

　ホテルのスパやエステも素晴らしいし、ここひと月ほどで、ずいぶん肌や髪に艶が出てきたと思う。

（でも……。いつでも元の生活に戻れるようにしておかなきゃね）

　贅沢に慣れてくる反面、そんな風にも思う。

　でも、いつ戻ればいいのか？

　タイミングが見えない。どこか宙ぶらりん。

　髪を乾かし終えると、寝室に戻った。灯りは薄暗い。

　アルはベッドに横になっていて、こちらに背を向けている。

　何しろとても大きなベッドが二つだから、お互い好きな時間にそっと入って寝るのが習慣になっていた。

（アル、もう寝ちゃってるね……）

　アルは早寝早起きなので、大抵いつもわたしのほうが寝るのが遅い。

　起きていそうなら『おやすみなさい』とひと声かけるけれど、そうじゃなさそうなので、わたしもそっとベッドに入った。

　枕元の調節器で、間接照明も落としてしまう。どちらか、寝るのが遅い方がそうすることになっていた。

　少し経って微睡みかけたとき、ふと気配を感じた。次に、ベッドが揺れた。マットレスに、誰かが上がってきたような……。

　まだ意識がちゃんと浮上していないから、一瞬何が起こったのかわからない。

（え？　アル？　アルだよね）

　わたしはアルに背を向けるように横向きに寝ていて……でもそれはわりといつもの習慣で……。

　その、横向きの背中に、ぴったり寄り添うように、アルが横たわったのがわかった。

　見なくても……アルだ、ということはわかる。なぜなら、匂いが、アルだから。

　アルは、香水などつけていなくても、どこか甘い、いい匂いがする。お日様のような、春の風のような。

（でも……。どうして？）

　これまでこんなことはなかった。同じ部屋で寝ていても、ベッドで触れ合うことはなかった。

　確かに、犬のアルセンは、普段は床に寝ていても時々ベッドに上がってきて、くっついて眠ったりしたこともあるけれど……。今は人間だから違うだろうと、わたしは勝手に思っていた。それに、年も離れているんだから、男だ女だと意識するのも、どこかおかしい気がしていた。

　頭が真っ白になり、どうしたらいいかわからなくて、わたしは眠ったふりをしてしまった。そのほうが、いいような気がしたから。

　ところが……。

　腕が前に回ってきて、ぎゅっと抱き締められた。驚いて、一瞬身体が固くなった。

「ねえ。起きてるよね」

　耳元で囁かれた。これまでの口調と、違う。

「ど……どうしたの、アル……」

「沙織って呼んでいい？」

「え？　う。うん、だから、どうしたの……」

「どうしたのかな。俺も、よくわからない。でも……。君は、俺のものなんだ。これはもう絶対に、そうなんだ。はっきりわかった。他の男と、仲良くして欲しくない。バカみたいなことを言ってるってわかるし、俺も普段はこんなんじゃないハズなのに、ダメなんだ。抑えきれない。ここ何日か、自分が変なのかもしれないってずっと耐えてた。でも我慢できない。前世とかなんとか、なんかもう、俺にはわからないけど。でも……。この前、君がトニーと話してるのを見てはっきりわかったんだ。俺は沙織を抱きたい、沙織は俺のものなんだって……」

　アルの手で、いきなり身体が仰向けにされた。アルが上になり、そのまま再びぎゅっと抱き締められ、次に一瞬離れたかと思うと、唇が降りてきた。

「や……っ、う……」

　唇が密着したとき、頭の後ろがズンと重くなるような衝撃があった。そのまま、力が抜けた。

（あれ？　なんか……変）

　足場が急に無くなったような気がして、夢中でアルにしがみついた。

　自分のしたことにびっくりした。いきなりキスされたのに、待ってましたとばかりに自分から抱きつくなんて。普通ならこんなこと、拒否したっていいはずなのに。

（わたし、変。でも……そうじゃない、違う。わたし、覚えてる。これでいいんだってわかる。もう、ずっとずっと、待ってたんだ、って気がする。なんで？　何を覚えているっていうの、わたし、どうしちゃったの？　でも、でも、覚えてるんだよ！　それがわかるの……）

　わたしがしがみついたことで、アルはＯＫと取ったのだろう。無言で上半身裸になり、わたしのルームウェアもするんと脱がせてしまった。中は、ショーツだけでブラジャーはつけていない。だから、胸はすでに露出している。

　お互い、ほとんど裸。

　再び唇が降ってくる。

　もう、夢中だった。

　これまで、同じ部屋でそれなりに仲良く寝起きして、そんな雰囲気は一切無かったのに……それがこうなった途端に、アルも、わたしも……文字通り、ケモノみたいになってしまった。

　優しく挟むように、そうかと思うと食べられてしまうがごとく、激しいキス……。わたしも、何度も何度もアルの唇をせがんだ。頭は真っ白。何も考えられない、浮かばない。アルを受け止めるだけ。でも、受け止めることができる、ということが震えるくらいうれしい。

「んっ……んうっ、ふ………」

　アルの頭が下がっていく。首筋、肩……。肌に赤い花弁のような跡が残るほどきつく吸い上げられ、噛みつかれる。それは嫌じゃない……たくさんたくさん、刻みつけられたい。

「痛い……あ……あぁ……」

　嫌じゃなかったけど……思わず口から零れたわたしの言葉を聞いて、アルは同じ場所を、今度は丁寧に舐めてくれた。噛んでごめん、と言うように……。その優しいしぐさも……傷を舐めてくれるような、とても優しいしぐさも……どこか記憶にあって……。

「大丈夫……もっと……してほしいの……噛んでも……何をしてもいいの……アルのしたいように……たくさんたくさん、して……」

　喘ぎながら訴えると、もう一度唇を塞がれた。

「ん…っう」

　わたしは意思がはっきりしないまま、ただただ、ほどけていった。

　アルの指先が乳房のあたりをさらりと撫で、キスが胸元に移動する。繰り返されると、じわじわと胸の先端が疼いてきた。

「あんっ……あぁぁ」

　右手で脇腹を撫であげられ、ビクンと体が反応する。そのままアルの手が再び乳房に移動し、痛みが出るほどぎゅうっと揉まれ、そのあと乳首をゆっくりと転がすように舐められた。

「───んっ、あぁっ」

　舌でつぶされ、なぞられ、転がされ……。背筋にビリビリとした快感が走る。アルの体があることですでに割られている両脚の付け根の部分も、すでに充分熱く、ぬかるんでいた。

（どうしよう、どうなっちゃうの……）

　かろうじて残っている冷静な自分が、たまに語り掛けてくるけれど、もうこれ以上、そんな自分を繋ぎ止めることは難しそうだった。これまで経験したことのない感覚。抗いがたい快楽……。

　こういうことが初めてというわけではないけれど、何もかもが、以前の経験とは違っていた。

　男性経験は少ない。その少ない経験も、正直に言って思い出したくない内容ばかり。何も持たない女でも、若いというだけで性欲の対象にされる。たぶん、ただそれだけの過去の恋愛。向こうにしてみればただの遊び。

　セックスなんて、ちっともいいと思わなかった。すっかり男嫌いになっていた。

　それが……。

　アルに触れられる箇所がすべて、こらえようのない、もどかしい快感を発する場所に変わっていく。胸も、首も、脇腹も……。どうしてこんな風になってしまうのかわからない。まるで魔法みたい……。そして。

「あんっ。ううっ……」

　下腹部を探られたかと思うと、まだ脱がされていなかったショーツの中に手を入れられた。花弁の淵を撫でるように指で探られ、花芯を転がされ……。我慢しようと思っても、喉の奥から甘い声が漏れてしまう。

「ん……あ……あぁん……」

　一瞬で、腰から足の先まで、切ない痺れが広がっていく。恥ずかしいのに、力が入らない。

「可愛いよ……」

　アルがどこか掠れた声で囁きながら、ショーツを剥ぎ取った。

　お腹の奥が熱い。入り口までぬかるんでいるのがわかる。自分ではどうすることもできない。そのぬるみの中にアルの指が入ってくると、思わず背中を反らせた。

　アルは膣の上壁を擦るように指を動かし、奥を広げながら、ヌルヌルになった指で花芯のまわりを焦らすようにそっと撫でまわす。わたしはたまらず、喘ぎながら腰を揺らしてしまった。はしたないと思うのに、止まらない。

（やだ……どうして……恥ずかしいのに）

　理性が抜け落ちていくと、本能が目覚めてくるのだろうか。羞恥以上に、もっともっと欲しくなり、中が、アルの指を締め付けながら奥へと導いてしまう。

「あぁ……はぅぅ……あぁぁ」

　もう、大人だから……。自分で、指で慰めることはあった。でも……。こんな快感は知らない。

（いい。すっごく、気持ちいい）

　子宮がギュッと縮み、お腹の奥がますますカァっと熱くなる。ドロリとした蜜が奥からどんどん溢れてくる。

「ん──っ、あぁ……」

　強い快感が花芯から放射状に広がったが、足りなくて、もっと欲しくなり……。それなのに、アルが指をわたしの体内から抜こうとするので、思わず言ってしまった。

「嫌っ、やめないで……」

　我慢なんか、できない。

（だって。やっと、巡り合ったんだもの……）

　そこまで思って、

（ん？　今のは誰の感情……？　わたしじゃないよ？）

　ふわふわと、自我が揺れた。

　わからない……わからないまま……。

　アルじゃなくて、わたしが一匹の雌のケモノになってしまった気がした。

　お腹の奥が……花弁が……花芯が……火照りまくっている。女としての部分がすべて、アルが欲しくて欲しくてたまらない、と言ってる。欲しいのは、アルだけ。

　指が抜かれた。どろっと蜜が溢れ、太腿やお尻に垂れた。アルがわたしを見下ろしている。表情はいつもと違っていて、何を考えているのか読めない。ただ、向こうも夢中なんだということだけはわかった。

「俺……ヤバい。ごめん、もう、止められない……」

　アルもボクサーショーツを脱ぐと、屹立した大きな男性器を露出させた。

（あ……）

　アルのことが欲しいのに……。本能的な恐れから、さっきまで開き切っていた体をつい、必死に閉じてしまう。それなのに、お腹の奥はそれを待っていたかのように甘く疼いている。

　自分で自分が、わからない……。

　足首が掴まれて左右に大きく開かれる。さっきまで指が入っていたところに、硬いモノがあてがわれ、花弁を押し開いてズブズブと中まで押し込まれた。

「ああっ……」

　指よりもぐんと太く長いモノが押し込まれるのだから、その衝撃は比べ物にならない。思わず背を反らせ、必死に、奥まで押し広げられる感覚に耐える。アルはわたしの腰を押さえ、最奥まで突き込んできた。

「あっ、あ──っ」

　ほぼセカンドバージンの身体に打ち込まれた楔に、わたしはなすすべもなく喘いだ。

　無理やりに最奥まで広げられ、そこを陰茎で擦られる……。

　痛みを感じてもいいくらいの状態なのに、そこにあるのは切ないほどの甘い疼きしかなくて、奥からは蜜が溢れ続けていた。まるでアルの身体の一部を優しく包み込むように……。

　そして……。わたしの内壁が、意思とは関係なく、時折うねる。アルはそのたび身体を強張らせてぶるっと震えた。

「ヤバい……何なの……めちゃめちゃいい……あ、あ……」

　入ったままギュッと抱かれ、耳元で囁かれ……繰り返し奥を打たれ、何度もキスされて……。夢中になった。必死に、腰を揺らす。どこまでも、どこまでも、アルが欲しい。

「あ……ぁあ……あ、ん……んぅっ……あぁぁ……」

「ごめん……」

　アルがわたしをひっくり返した。そして、背後から突き入れてくる。

「ああんっ……」

　また違う感覚に夢中で喘ぐ。シーツにぺたんとうつ伏せになり、腰だけ上げさせられて、突き上げられる感触にすぐに耐えられなくなった。

　その上、アルは結合部から溢れる蜜を掬い取り、剥き出しの花芯に撫でつけ、軽くつぶすみたいに押したり、軽く撫でたりしながら突き上げてくる。

「ああっ、それ、ダメぇ……あ、あぁぁ」

　自分ではどうすることもできない体勢のまま、強い快感がずしんと何度も奥に走った。

「あ、あぁぁぁ……い、いくぅっ、いっちゃうぅ──っ」

　声が掠れ、身体から完全に力が抜け、腰も上げていられなくなった。それなのに無理やり持ち上げられ、さらに突き入れられた。

「俺も……やばい、イキそう」

　体が揺らされる。まるで奥の熱いところを集中的に擦るように……。そのまま連打され、かぁっと目の裏が赤くなった。

「や……きちゃう……またきちゃうよぉっ。あぁっ……あーっ」

「……っ、く……俺も……」

　わたしの奥がぎゅうっと引っ張られるように快感に震えイってしまったのと、アルがわたしの中に欲望を吐き出したのはほぼ同時だった。

　わたしたちはぐったりと倒れ……わたしはアルの腕枕でそのまま眠ってしまった。










　ふと目を覚ましたとき、わたしはベッドの隅で丸くなって眠っていた。腕枕はとっくに外れていたようだ。わたしは寝相が悪いし、このベッドはとても広い。

　たぶん、眠っていたのは一時間ほどだろう。

　アルは隣で、ぐっすり眠っている。

　静かだ。とても。音がしない。

　窓の外には、この上なくきれいな夜景があり、おそらく下では、こんな夜中でも大勢の人たちでにぎわっているのだろう。

　ラグジュアリーホテルの高層階、それもスイートルームというのは、きっとやはり別世界なのだ。壁も床も窓も、とても分厚くて、部屋の外からの音なんか何ひとつ聞こえない。

　自分が暮らしていたボロボロの部屋を思い出す。ちょっと前のことなのに、もうすでに遠い昔のような気がする。

　二階建ての二階の部屋。横からも下からも、常に音が漏れてきていた。

　夜中、誰かがトイレを使えばその音がアパート中に響いた。そんな環境に長くいたから、わたしはなるべく音を立てないようにして暮らす癖がついている。

　でも、今思えば、外からの雑音が多かったせいで、わたしは自分に集中するということがなかったように思う。貧しく、忙しかったので考える暇がなかっただけかもしれないが。

　今は違う。わたしは今、深く混乱している。そしてそんな自分に集中している。

（一体、あれは、なんだったんだろう。あの感覚は）

　さっき。

　アルと抱き合っていたとき。

　自分が自分でなくなっていた。

　アルがわたしに触れ、自分からしがみついてしまったとき。

　唇を合わせ、求めあったとき。

　そして、深く繋がり、すべてを夢中で受け入れたとき。

　絶頂に達したとき……。

　わたしは、わたしじゃなかった。

　少なくとも、三十二年間生きてきた、『矢内沙織』という人間ではなかった。

　もっと、たぶん、違うものだった。

　体の奥底、記憶の奥底。いや、もっと深くて、遠くにあったはずのもの。

　……あるはずのない、あってはならない記憶。感覚……。

　冷静になってしまえば。それはかなり、怖いことだった。

（わからない……わからない……わたしは、何なの？　誰なの？　わたしじゃないの？）

　混乱のあまり、どうしたらいいのかわからなくなった。

（わたしは、もう、限界だよ……）

　堪えきれず泣き出してしまった。表面張力でやっと保っていたコップの水が、結局溢れてしまったような感じで。

















５・わたしの前世












　どれくらい歩いたかわからない。

　気が付いたら、わたしは街の雑踏の中にいた。

　ホテルを出た瞬間もあやふやで……。無我夢中だった。

　当てもなく歩き続け、路地に入り込んでしまった。そこは大きなビルの裏側で、さすがに夜市も終わりかけていたから、人も少なくなっていた。

　モスグリーンの麻のワンピース一枚で出てきてしまった。小さなバッグだけ持っていたけれど、財布が入っていない。喉が渇いて、あちこち探ると、小銭が少しだけ出てきた。

　ふと見ると、まだ明かりの点いている屋台があり、小銭を出すと瓶入りの炭酸飲料がもらえた。

　店番をしていたのはおばあちゃんひとりだった。

　片言の英語で「あんた、日本人？　観光客？」と訊ねられた。

　一か月いて気が付いたのは、こっちの人たちもわたし同様、英語が話せない人がけっこう多くいるということだ。

　でも、片言の英語なら、それはそれで、お互い片言だから意思疎通できる、ということもある。簡単な単語を選んで話すから。

　おばあさんに、日本人だ、と伝えると、

「こんな夜中にひとりでこのへんをウロウロしていたら危ないよ、帰りな」

　と言ってくれた。

　屋台から離れると、おばあさんが片付けをはじめた。閉店時間らしい。

（親切な人なんだな。こんな夜まで、大変だなあ）

　少し冷静になると、人通りが少ないのが怖くなり、大通りに戻ろうとしたのだが、地理が全くわからないのと、方向音痴のせいでなかなか戻れず、かえってどんどん細い道に入ってしまった。そのうちどんどん周囲の雰囲気が怪しくなり、

（ん？　まさかこのへん、風俗街とかじゃないよね……）

　男の人しか見かけなくなった。それに、なんだかかなり怪しい雰囲気。

　粘つくような視線を感じるような……。

　わたしは顔は地味なのだが、男性からは、スタイルはわりといいと言われることが多い。ウエストが細いわけではないから、胸がちょっと大きめのせいで、そう見えるだけだと思う。

　普段はあまり気にしていないが、でもこういう場所では……。

（嫌だな。早く抜けたいな。ホテルに帰らなきゃ……）

　そう思ったけれど、肝心の方角がわからない。

　しまいには何度も同じ道に出ているような気がしてきた。実際、そうなのかもしれない。焦れば焦るほど、悪循環な気がする。

（どうしよう……どうしよう……）

「◎△＄♪×￥●＆％＃？！」

　突然、知らない男から声をかけられた。雰囲気からして酔っているようだ。何を言っているのか全くわからないが、からかっているような調子に恐怖を覚えた。

（やだ、怖い！）

　思わず駆け出した。男は笑っていて、追ってくるような様子はなかったが、震えながら走った。夢中だった。

　わたしはバッグを探った。スマホだけは入っていた。ここでの知り合いは……アルとサムのほかには、ナイトクラブでメールアドレスを交換したトニーしかいない。

　アルとサムとの連絡は、ホテルの部屋に備え付けの電話でしかとったことがなく、メールも携帯電話の番号も知らない。

　迷惑だろうとは思ったが他に連絡できる相手も無かったので、わたしはトニーにメールした。

（夜だから、寝てるかも。読んでもらえるかな……）

　電話番号はわからないから、これ以上どうしようもない。

（どうしよう、どうしよう。こんな言葉もわからない異国で、道に迷うなんて）

　ウロウロしているうちに、どうやらさらに奥まったところに入ってしまったようだった。

　ビルとビルの間で、足元がとても汚い。建物の外側にうねるように絡みつくパイプは、とっくに錆びてところどころに小さな穴が空き、お湯が漏れている。きっと熱湯なので危ない、と思って慌てて避けた。建物の壁に剥き出しの状態でとぐろを巻いている電気コードの類も、今にも漏電しそうに見えて怖い。

　これは裏で、表ではきっと何かの店を営業しているのかもしれないと思ったが、その表側に出る方法がわからない。路地を抜ければ出られるのかもしれないが、真っ暗なので、怖くて進む気になれない。勝手に建物内に入ることもできない。

（せめて、明るくなってくれれば……）

　怖くて半泣き状態になってしまった。

（わたし、バカだった。どうしたらいいかわからなくなったからって、いきなり出て来ちゃうなんて。こんな知らない土地で、何があるかわからないのに……）

　疲れ果て、しゃがみ込んだ瞬間。

「大丈夫ですか？　何か、お困りですか？」

　後ろから声がした。

（え？　日本語だ！）

　振り返ると、そこには日本人ではなく、金髪で明るい緑の目をした白人の青年が立っていた。

（なに？　この人……。すごいんだけど……）

　一瞬、思考がストップしてしまった。今自分が何をしていたか忘れてしまうレベル。

　アルも美形だと思ったが、はっきりいってもっと上。背が高くて、凛々しくて、神々しいばかりのイケメン美男子……というよりは美青年。いわゆる一般人には、とてもじゃないけど見えない。

（えっと……。どのハリウッド映画に出ていた人だったかな？　ジャニーズのセンターってこともないしな……世界一の美男を決めるコンテストとかでもぶっちぎりで優勝できそうな気がするんですけど……）

　自分の立場も忘れてボーっと見入ってしまった。本当に、まるで発光しているようだった。いや、たぶん発光している。光ってる。

（光り輝くほどのイケメンって本当にこの世にいるのね）

　しばし呆然としてしまったが、ハッとした。

（そ、それどころじゃなかった。ちゃんと、答えなくちゃ）

「あ、えっと……道に迷っちゃったんです……」

「それは大変だ。どこに行きたいの？　案内するよ」

「いいんですか？　とりあえず、大通りに出たいんですけど……」

「お安い御用だよ。では、こちらへ」

　暗い路地を、光り輝くイケメン美青年が前に立って歩いていく。その後ろをついていくと、

（ん？）

　わたしは何度も目を擦った。

（なんか……。羽根っぽいのが見えるんですけど……）

　時折、ぼんやりと、イケメン青年の背中に、白い羽が透けて見えるのだ。

（なんだろう……。わたし、今ちょっと目がおかしいのかも……。それとも気持ちが追い込まれ過ぎて、脳にエラーが起こっているのかなぁ？　おかしなことが起こりすぎてて……いや、おかしいのはもしかしたら周囲じゃなくてわたしなのかな……？）

「ん？　どうかした？」

　わたしの歩くスピードが遅くなったせいか、美青年が振り向いた。

（あ、どうしよう、まぶしい）

　夜なのに、さっきまでの暗さを感じない。むしろ、目をやられそうなほど、キラキラしている。

　でも、その光は……。どうやら近くを歩いている人には見えていないみたい。なぜなら、誰も振り向かないから。

（すごいよ、美青年の持つ光は……まぶしくて目があけられないなんて……）

「いえ、あの……すみません、わたし……」

「大丈夫だよ、わかってるよ、沙織ちゃん。だから安心して。きっと、びっくりしすぎて、飛び出してきちゃったんだね。ダメだよ、アルがものすごく心配しちゃうからね」

（ん？　この人、なんでわたしやアルのこと、知ってるんだろう）

　次第になんだか、ぼうっとしてきた。考えようとしても、理由のない幸福感のようなものが先にやってきて、何も考えられない。存在の側にいるだけで、安心というか、体がどこか温まってくるような感じ。

　でも、がんばって尋ねた。

「なんで……わたしの名前を知ってるんですか？　……あなたは？　あなたの、お名前は？」

「ふふ、僕の名前なんて、気になるかい？　じゃ、ミック、って呼んで。僕はね、君のことならなんでも知ってるよ。ちゃんと書類も確認済みだ。フリーデルがどこにあるかわからないとか言い出して、探させるのが面倒だったけどね……何しろ書類が多すぎるものだから、分類や整理もほんと大変なんだよ。君はね、今は、日本人の沙織ちゃん。でもね、その前にもちゃんと名前があるんだ。フェイ。君は、十九世紀半ばころ、ドイツの深い森に住んでいた。里の人たちにはフェイと呼ばれて、けっこう怖がられていたんだよ。覚えてる？　ルディとフェイと言えば、今も伝説に残る有名な狼の夫婦さ。優しい子たちだったのにね……」

　フェイ、という名前を聞いた瞬間に、体がぶるっと震えた。

（ん？　なんだろう。わたし……変。やっぱり変。フェイ……フェイ……わたし……そのことをたぶん知っている……）

　眩暈がして、足がふらついた。

「どうしたの、フラフラする？　じゃあ、ここに掴まって。僕が昔の君を、見せてあげよう。そのほうが、きっと安心するから」

　差し出されたのは……羽根。わたしが掴んだのは、光り輝く大天使の、羽根の先だった。

　そしてその瞬間。羽根の先から、指先を伝い、わたしの思考に流れ込んできた情景は。






「ねえ、ルディ。また山狩りが始まったわ。ここまで来るのかしら……」

　わたしは子供たちを寝かしつけながら、夫のルディに話しかけていた。

（……ん？　あれ？）

　わたしは、その場にいるが、なぜか俯瞰からも情景が見える。

　徐々に記憶が戻ってきた。

　暗い洞窟の中にある我が家。なかなか眠らず、兄弟ではしゃぎまわる可愛い四匹の子供たち。

　夫のルディ……は、狼だ。

　かなり大きい。鋭い眼光、頑丈そうな牙。

　戦いを重ね傷の多い体は、美しいグレーの毛皮で覆われている。彼はとても深い傷を負ってまで、わたしや子供たちを守ってくれる、頼りがいのある夫だった。

　わたしたちはある時、森の中で出会い、愛し合うようになった。ルディは、

『俺はもう二度と君と離れることはない。死ぬまで君の側にいる』

　と語ってくれた。

　わたしは三日三晩、傷ついたルディの体を舐め続けたことがある。ルディも、同様だった。わたしたちは村の人間たちに憎まれ、追われている、狼の夫婦なのだった。

「人間たちの家畜小屋を荒らしたことはないわ。狩りは森でしているもの……それなのに、なんで狙われてしまうのかしら」

「仕方ないな。他の奴らがやっているし、あいつらには俺たちと他のやつらとの区別はつかない。ひときわ体の大きい俺が、どうしても狙われてしまうんだろう」

　ルディは前足に顎を乗せ、しばらく考えにふけっていた。

「前から、思っていたことだが……。やはり、君と俺は、別れたほうがいいと思う。俺と一緒にいると、君や子供たちにまで害が及ぶ」

　さっきまで騒いでいた子供たちはすやすやと眠りこけていた。わたしはルディに体を摺り寄せた。

「何を言うの！　そんなことはできないわ。わたしとあなたは、死ぬまで一緒よ。絶対に離れたりしない……あなたと離れるくらいなら、わたし、死ぬ」

「フェイ。いいか、冷静になるんだ。二人だけなら、どうにでもなる。でも、子供たちがいるんだぞ。あいつらは、銃を持ってる、しかも集団で来る。もしものとき、俺はお前たちを助けてやれない。だから……」

　そのとき。洞窟の入り口がざわついた。火のついた松明も見える。

「ルディ！　人間よ！」

　ルディは跳ね起き、黒い影のように素早く音を立てずに走り、洞窟の入り口で一番前にいた人間を外に押し出した。

「フェイ！　逃げろ！」

　わたしはむずかる子供たちを起こし、洞窟の奥へと走らせた。大人は出られないが、子供なら出られるほどの隙間があるのだ。

「怖いよ！　ママも一緒に来て！」

　子供たちは口々に泣き叫んだが、それは叶わない。

「大丈夫よ、人間たちをやっつけたらすぐに行くからね！　さ、早く出て！」

　わたしは子供たちを励ましながら洞窟の外に出してしまうと、ルディのところへ戻った。

「危ないぞ、来るな！　フェイ、お前は引っ込んでろ！」

　人間たちは大勢で押し寄せてきていた。銃や網、弓矢、刃物……ありとあらゆる道具が目に入る。

「あなたこそ、危ないわ！　わたしだっていざというときはけっこう役に立つのよ。知っているでしょう？」

　群れることを嫌い、孤高の一匹狼として君臨していたルディと森の中で出会ったとき、わたしもまた群れに入らずひとりで暮らす雌狼だった。当然、狩りには自信がある。

　人間の子供たちが花を摘みに来る谷を根城ねじろにしていたことから、花の谷のフェイと呼ばれた。

　わたしは人間の子供たちを襲ったことはないが、狼であるというだけで、人間には忌み嫌われていた。

「そんなことはわかっている。でも俺はお前に死んでほしくない。なんとか、ここを離れるんだ」

「無理よ。わたしはあなたを置いていくつもりはないもの。死ぬまで一緒だ、ってあなた言ったじゃない」

　そのとき、弓矢が飛んできた。

「危ない！」

　ルディがわたしの前に走り出て、胴体に矢を受けた。

『当たったぞ！　ルディがよれよれだ！』

『やったぞ！　殺せ！　息の根を止めろ！』

　人間たちの歓声が聞こえてきた。

「ルディ！」

　わたしが走り寄る間もなく、銃弾が次々にルディに打ち込まれた。

「ルディ……ルディ……ダメよ、死なないで、ルディ」

　でも、わたしは……ルディがもう目を覚まさないことがわかった。ルディはすでに、死んでいたのだ。わたしを庇って。

　わたしはルディの横に寄り添い、座った。

　人間が大勢、押し寄せてくる。そして、わたしたちの少し手前で彼らは足を止めた。

『お、フェイだ。逃げないでここにいたんだな』

『いつも一緒にいたらしい。こいつらきっと夫婦だったんだな』

『こいつもずいぶんデカいな。すごい牙だ。こっちを見て、睨んでるぞ』

『動かないなら、ちょうどいい。撃ち殺しちまえ。そして火をつけるんだ。早くしないと、襲い掛かってくるぞ』

『それにしても、こいつ度胸あるな。狼でも、やはり夫が大事なのかね。ずっとくっついてるよ』

『少し可哀想だが、狼である以上、死んでもらうしかないな』

　人間たちは口々に何か言っている。

　わたしは、ただまっすぐに人間たちを見つめていた。

　死ぬことは、怖くなかった。だってもう、ルディはいないのだから……。

（ルディ。わたしも、すぐそばに行くからね。生まれ変わっても、絶対、一緒になろうね……）

　たくさんの銃声と共に、わたしの意識は消えた。






　パチリ。

　目を覚ますと、わたしは宿泊先のホテルの、いつものベッドの上にいた。

「沙織！」

「沙織様！」

　周囲には、男が四人。

　アルと、サムと、トニーと、光り輝く美青年ミック。

　わたしはむくっと身体を起こした。今見ていた情景が、グルグルと頭の中を巡っている。

　そしてあれが過去のことで、今は人間で、自分は生まれ変わってここにいるのだ、ということをゆっくり反芻した。

「思い出した。……わたし、狼だったのね。アル、あなたもそうよ」

「俺も思い出した。わかってなかったんだけど、さっき……ミカエル様に思い出させてもらったんだ」

「ミカエル様って？」

　ミックが微笑んだ。

「ああ、僕のことだよ。せっかく下界で楽しんでいるんだから、できればミカエル様はやめてほしいね。さっき沙織ちゃんには言ったんだけど、ミックって呼んでくれないかな？」

　わたしが前世の記憶を見ている間に、どうやら四人は落ち合って、ここに運んでくれたらしい。

「俺が連絡したら、二人ともすでに大騒ぎしていてさ。大変だったんだぜ」

　トニーは最初わたしに連絡をしたらしいのだが通じず、胸騒ぎを感じ、アルに連絡したらしい。アルとサムはすでにわたしがいなくなったことに気が付いており、三人で探しに出たところ、わたしと一緒にいるミックに出会い、その後はタクシーでわたしをここまで運んだのだという。

「っていうか、ほんとびっくりだよね……なにがなんだか、だよね……まあ、他人事としてはめちゃめちゃ面白いけど」

　トニーがたぶん、一番驚いている。サムから説明は受けた様子で、ミュージシャンだからか、もともとそういう人だからか、わからないけど……。ある意味素直に状況を理解したらしい。

　アルはというと、どこか放心したような表情で、誰にともなく語り出した。

「自分で言うのもなんだけど、俺はもともと、そういう人間じゃないんだよ。スピリチュアルとか、前世とか、占いとか、天使とかさ！　そういうことには全く興味が無かったのに……。でも、中心にいるのが俺なんだから、信じざるを得ないだろ！　目の前に大天使ミカエルが来ちゃうなんてさ」

　ミックはくすくすと笑っていた。

「滅多にないことだぞ？　もっと喜んでくれよ。それとも、まだ頭が混乱しているのか？」

「それは、無い……。混乱っていうか……。混乱じゃないんだ。ただ、あまりにも色んなことが起こりすぎているからさ。でも俺、わかっちゃったんだ。すぐ理解した。だって会ったことあるんだもん……ミックに」

「アルセンだった頃のお前も、なかなか骨のあるやつだったぞ。犬課のカウンターでのあのがんばりを、沙織ちゃんにも見せてあげたかったよ。あの性格なら、人間になってもやり手だろうなとは思っていたが、やっぱりな」

　ミックは勝手にバーカウンターへ入り、ジントニックを作って飲んでいる。

　アルは恥ずかしいのか頭をかきむしっていた。その様子がなんだかおかしくて、笑ってしまった。

　わたしは小さくつぶやいた。

「アルの前世は、アルセンだけど、そのずっと前に、ルディだったこともあって、そのときわたしたちは夫婦だったのね」

「俺の前世はアルセンで……。何度か犬に生まれ変わったことはあったけど、あんなに飼い主に入れ込むことはなかったんだ。でも、沙織のことはどうしても好きで、心配でたまらなくて、ずっと側にいたくて。それなのに早く死んでしまったから、何としてでも生まれ変わりを早めたくて。あれは、あの気持ちは、俺がルディだったからだ。俺も、ようやく自分の想いを理解したよ……」

　わたしとアルは見つめ合った。百五十年も前に夫婦だったわたしたちが……。洞窟で重なり合うように死んだわたしたちが……何度かの生まれ変わりを経て、ようやく再会できたのだ。

（こういうことも、あるってこと……なのかな？）

　ま、そう思うしかない。現実って面白い。

　トニーがわたしとアルを交互に見て、そしてサムとミックのほうに向きなおって言った。

「と、ゆーわけで。俺たち、邪魔じゃないですかね？　ミック、もし時間があるなら、これからナイトクラブに行かない？　俺、今夜は朝までＤＪすることに決めた。めでたい夜だもんな！　たまには羽根を伸ばしたいだろ？」

「そう来なくっちゃ！　でもいいのかい？　僕がナイトクラブへ行ってしまうと、たぶん君は霞むよ。何しろ僕は、神々しいばかりに美しいからね」

「自分で言うところがすごいねえ。さすが大天使！　もちろんいいよ、俺はミックに、たまには下界で弾けてもらいたいもん。そうと決まったらさっさと行こうぜ！　サム、もちろんお前も行くんだからな」

「そうですね。俺もたまには羽根を伸ばしますかね。羽根、無いですけど」

　いつもは冷静なサムも、なんだか少しはしゃいでいる。

「よし、三人で行こう！　僕は逆に羽根を畳んで楽しむことにするよ。沙織ちゃん、アル、ぜひ人生を楽しんでくれ。今回の生は、一度きりだからね。それで……いつか、また会おう。天国でね」

　三人が賑やかに出て行ってしまうと、しんとした室内に、二人だけが残った。

　わたしたちは見つめ合って、何かを確認するように、お互いに、触れ合って……。自然に涙が、とめどなくたくさん、零れ落ちた。

















６・二人は永遠に












「ん……んぅ……っ」

　アルのモノを、わたしはゆっくり丹念に舐めていた。もうどれくらい、こうしているだろう。

「あ……あぁ……は……すごくいい……もぉ……ヤバいよ、沙織……」

　今夜、三回目のセックス。でも、百五十年ぶりに同種のものとして生まれ変わったわたしたちは、まだまだ愛し合い足りない。

「出してもいいよ、口で……」

「ダメだよ、そんなこと……それよりも」

　アルがいったん離れ、わたしの足首を掴んで開いた。そして、端正な顔をそこに近づけた。

「あ、ダメ……」

　ビクン、と体が反応する。生温かい舌の感触は指とは比べ物にならない。舌と唇で花びらの淵からゆっくり、花芯まで愛撫されると……否応なしに息があがった。

「あ、アル……っ、はぁぁっ、い、いやぁ……」

「なんだよ。嫌じゃないだろ。こんなにヌルヌルさせて……」

　そんなこと言われても……ずっと濡れっぱなしなのだ、今夜は。迎え入れるたびに、お尻の穴までぐしょぐしょになるほど垂れてしまう。

「や、でもぉ……っ、は、恥ずかしい……」

「何言ってるんだよ。体中、舐め合った仲じゃん。ケガのときも、病気のときも、さ……」

「だってあのとき、人間じゃないもん。狼だもん」

「そりゃ、そうだけど」

　アルはわたしの言葉を気にする様子もなく、興奮して膨らんでしまった花芯をゆっくりいたぶるように刺激してきた。

「あ、あぁん」

　強くしたのは一瞬で、やんわりと焦らすように、くすぐるように……アルは巧みにわたしを高みへと押し上げていく。

「あん……だめぇ……お腹の中、熱くなっちゃうぅ……」

「そっかぁ……じゃあもっともっと気持ち良くしてあげるね。いっぱい、溢れてきてるよ……。もう、ベトベト……」

　アルは指を入れ、中の上側を擦りながらさらに花芯を舐め続けた。

「あ……っ、ンぅ……」

　抗いようのない快楽に足がバタついてしまう。身悶えし、逃れようとしたけれど、がっちり抑えられてしまった。愛撫は続けられたままで……

「アル、アル……あ、あぁぁ」

　熱くなりすぎたお腹の奥が決壊し、ビクビクと痙攣しながらわたしは達した。

「入れるよ……」

　肉棒で広げられる感覚は、何度でもわたしの息を詰まらせる。

「は、はぁ……っ」

　肉壁を擦り上げるような動きに、奥からじわじわと流れ出てくる蜜が絡んで……奥まで押し込まれ何度も突かれると、下腹に甘い疼きが広がった。

「あっ……あぁ……」

　何度も突きあげられ、押され……。限界まで埋め込まれて……。わたしは声を上げながら最奥まで迎え入れた。そのままアルの腰に両脚を絡める。

　アルがわたしをしっかり抱き締めた。わたしもしがみつく。

「愛してる……。俺はこのために、生まれてきたんだ……。もう、けして放さない……」

「わたしも……あなたから離れない……絶対に……」

　どちらからともなくキスをした。深く繋がったまま……。
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　舌の根本まで探られるような、絡め合うようなキス。アルの先端部を奥に押し当てられたまま、揺らされて……。もっと、もっと欲しくて、わたしも必死に腰を押し付けた。

「そんなに、暴れるなよ……」

「だ、だって……あ、あぁぁ、だめぇ……。気持ちいい……もっとぉ……」

「……っ、くぅ……。俺も……」

　そのまま何度も打ち付けられた。ぬちゃぬちゃといういやらしい水音が静かな室内に響いた。疼きを訴え続けていた最奥が、打たれるたびにビリビリと震える。

「ンッ、あ、あぁぁ……もうだめぇっ、イクっ……」

　アルの動きがさらに強まった。

「俺もっ……もう、我慢できな……い、う、うぅっ」

　ぎゅうっと奥が縮み、震え……。温かな体液が身体の最奥に吐き出され、広がる感覚と共に……わたしはぐったりと弛緩した。


















エピローグ　eternal love












「久しぶりに日本に行こうって、どういう風の吹き回し？」

　そう尋ねる沙織に、俺はにっこりと笑いながら答えた。

「見せたいものがあるんだ。まだ沙織に結婚のプレゼントをあげてないだろ？」

「何もいらないよ。必要なものはすべてあるじゃない。これ以上何も、欲しいものなんか無いのに。わたしは、アルさえいれば、それでいいの」

「それは俺も一緒。もちろんそうなんだけど……。ま、黙ってついてきてよ」

　ここ一年くらいは、けっこう忙しかった。ミラノとコペンハーゲンにも出店したからだ。結婚に伴い、世界に散らばる親戚の集まりに顔を出したりもしたし、既存の支店が上手く回っているかのチェックも欠かせない。

　それに、香港とシンガポールにマンションも買った。不動産の売買も仕事のひとつなので物件はいつでも多く抱えているのだが、今回のマンションは投資目的ではなく、ホテル暮らしは落ち着かないと沙織が言うので手に入れた。内装や設備は使いやすいように、好きなようにさせた。俺はホテルのほうが楽だと思うのだが、沙織はやはり、自分の家と思えるところで過ごしたいらしい。それはそれでいいだろう。

（早々と、子供もできたからな。子供の教育を考える時期が来たら、住む場所はまた考えなければならないだろうが……）

　沙織は妊娠し、今は安定期に入っている。経過も順調のようだが、今回は飛行機に乗るということで、ホームドクターを同行させた。

　成田空港からサムの運転する車で現地まで向かう。サムには俺のプライベートも任せている。信頼できる人間だ。そのサムに頼み、俺はあるプロジェクトを進めさせていた。

「そろそろか？」

「はい。もう間もなく到着です」

　確かに、周囲がどこかで見覚えのある風景に変わってきた。沙織も黙って窓の外を眺めている。そして、時折不思議そうに俺の顔を見る。

「そのへんに止めていいぞ。あとは歩くから。お前はこのへんで待っててくれ」

　サムにそう言うと、俺が先に出て、沙織の手を取って車から降ろした。

「ねえ……ここ……どうして？　だって、もう……」

　沙織は少し沈んでいる様子だ。きっと、良い思い出ばかりではないからだろう。

　俺もそのことは考えた。でも、考えた末に、やはりこうすることにしたのだ。

　世田谷区尾山台。手を繋いで商店街を抜け、奥へと進んでいく。小ぶりな低層マンションと、一軒家が増えていく。周囲は落ち着いた住宅街だ。

　都内なのに緑が多く、一軒家が多いせいか大型犬を飼っている家も多い。

　俺たちは外を歩くとき、ほぼいつも手を繋いでいる。今日もそうだ。沙織の足取りが少し重い。

「懐かしいね。よく、ここを散歩したじゃん。覚えてる？」

「うん」

「俺は、ゆっくり歩くようにしてた。沙織が焦らなくてもいいようにね」

「うん……」

　沙織は俺を見て静かにうなずいた。

　あの角を曲がると……そこにあるはずだ。

　それが見えた瞬間。沙織の脚が止まった。

「え？　え？　なんで？」

　沙織が俺の手を放し、口を押えた。かなり、驚いている。

「やだ。すごい。これ、なんで？　どうして？」

「うん。けっこう、ここまでするのに、時間がかかったよ。金には糸目をつけなかったんだけどさ」

「そういうことじゃなくて……」

　沙織は呆然としている。

　それは、そうだろう。

　だって、とっくに取り壊されたはずの家が、そこにあったのだから。

　沙織と暮らし始めてすぐに、俺は沙織と一緒に過ごしたあの家を再建したい、と思い始めた。

　日本にも支店があるから、自宅のひとつくらいあっても構わないし、それならば……と考えたのだ。

　が、それはけっこう難しい案件だった。

　まず、沙織の家は父親の会社が倒産した直後に人手に渡っており、何度か転売されたあとに解体されている。その後、土地は四区画に分けられて販売され、それぞれに小さい住宅が建った。要するに地権者は四人いたわけだ。

　それぞれに話を通し、土地ごと売ってもらい、上物を解体し、こちらの設計図通りに再び住宅を作る……。ま、不可能ではなかったので着手したのだが、時間はそれなりにかかった。

「中に入ってもいい？」

　沙織の声が震えている。

「ああ、いいよ。一緒に入ろう」

　芝生の中の石畳を踏んで、玄関へ。

　ドアを開けると、沙織はそうっと足を踏み入れた。

　内装も、もちろん同じにしてある。できうる限り、家具も似たものを揃えた。ちょっと見には、まるで同じものが戻って来たかのように思えるだろう。

　沙織は静かに眺めていたが、そのうちに、涙を流し始めた。

「パパ、ママ……」

　沙織が今生、生きてきた道。沙織の思い出。俺が立ち入れない部分だってきっとある。でも。

　俺は沙織の肩を抱いた。

「色んなことがあったんだね。きっと、辛かったね。でも、もう、俺がいる。俺がずっと、沙織を守る。だから泣かないで。お父さんやお母さんとも、天国で、またみんなで会えるよ」

「そうね。きっとまたみんなで、会えるよね」

　沙織は泣き止んで、微笑んだ。

　中を眺めたあと、俺たちは、大好きだった庭へ出て、並んで座った。昔もよく、こうして過ごしていたことを思い出した。

「俺は、懐かしい家を再建したかったんだ。俺と沙織はここで幸せに過ごしたんだから。そうだろう？　そしてこれからもずっと……一緒なんだよ。幸せな思い出を、たくさん作っていこう」

「うん。ありがとう、アル……」

「そして俺たちは、この生が終わっても……ずっと一緒だ。何度生まれ変わってもね」

　俺は沙織を抱きしめた。お腹に赤ん坊がいるから、そっと。

「ねえ、アル……。わたし、幸せだよ。こんなに幸せなこと……これまで何度生まれ変わっても、無かった。でもね、わたしどんどん欲張りになってきてるの。どうか、これからもずっと……永遠に、わたしをあなたの側に置いてね」

　優しい風が吹き、俺の頬を撫でる。俺だって、こんなに幸せなことは、これまで何度も何度も生まれ変わっても、無かった。

　俺は胸がいっぱいになって何も言えなくなった。そして、そっと沙織にキスをした。
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